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地域の医療を支える
◎問合せ　荘内病院総務課☎26-5111内線6333

2

－荘内病院

特 集

　

大
正
２
年
に
設
立
さ
れ
、
１
０

０
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
南
庄
内

地
域
に
医
療
を
提
供
し
て
い
る
荘

内
病
院
。
平
成
15
年
に
現
在
地
に

移
転
新
築
し
、
15
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
診
療
科
は
25
科
、
病
床
は

人
間
ド
ッ
ク
の
10
床
を
含
め
５
２

１
床
あ
る
総
合
病
院
で
す
。

　

緊
急
・
重
症
な
患
者
へ
の
入
院

や
手
術
な
ど
の
急
性
期
医
療
を
中

心
に
、
救
急
・
災
害
医
療
や
が
ん

医
療
な
ど
幅
広
い
医
療
を
行
い
、

ま
た
、
各
病
院
、
地
区
医
師
会
、

診
療
所
等
と
連
携
し
て
地
域
全
体

の
医
療
の
充
実
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。

　

医
療
は
、
安
全
に
安
心
し
て
住

む
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
作
る
た

め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、

地
域
が
発
展
し
て
い
く
た
め
の
重

要
な
社
会
基
盤
の
一
つ
で
も
あ
り

ま
す
。
今
回
の
特
集
で
は
、
地
域

医
療
の
拠
点
病
院
と
し
て
の
特
色

あ
る
事
業
や
診
療
科
で
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
す
。

　

荘
内
病
院
は
こ
れ
か
ら
も
、
職

員
の
資
質
向
上
を
図
り
な
が
ら
、

高
度
で
良
質
な
医
療
と
心
の
こ
も

っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く

こ
と
で
、
地
域
医
療
を
支
え
て
い

き
ま
す
。
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血
管
の
中
か
ら
も
治
療

22

　

け
が
や
急
な
病
気
の
と
き
、
す
ぐ
に

診
療
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
と
て
も

大
切
な
こ
と
で
す
。
救
急
告
示
病
院
の

荘
内
病
院
・
鶴
岡
協
立
病
院
・
三
井
病

院
と
、
休
日
夜
間
診
療
所
、
消
防
は
連

携
協
力
し
な
が
ら
救
急
医
療
体
制
を
整

備
し
て
い
ま
す
。
荘
内
病
院
で
は
休
日

夜
間
診
療
所
と
役
割
分
担
し
、
特
に
症

状
の
重
い
患
者
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
の
災
害
拠
点
病
院
に
指
定

さ
れ
、
災
害
時
に
は
地
域
の
医
療
・
救

護
活
動
の
拠
点
に
な
り
ま
す
。
建
物
は

大
地
震
で
も
機
能
が
停
止
し
な
い
免
震

構
造
。
屋
上
に
は
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
設
置

さ
れ
て
い
て
、
傷
病
者
の
受
入
れ
や
搬

出
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
専
門
的
な

訓
練
を
受
け
た
医
師
・
看
護
師
等
で
構

成
さ
れ
る
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ（
デ
ィ
ー
マ
ッ
ト
）

と
呼
ば
れ
る
医
療
チ
ー
ム
が
２
組
編
成

さ
れ
て
い
て
、
要
請
に
応
じ
、
災
害
現

場
に
出
動
し
て
医
療
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

庄
内
地
方
で
唯
一
、
脳
血
管
内
治
療
専
門
医
が
常
駐
し

て
い
ま
す
。
習
熟
し
た
専
門
医
が
い
る
こ
と
で
、
脳
動
脈

瘤り
ゅ
うや
脳

塞
を
、
開
頭
し
な
い
で
血
管
に
カ
テ
ー
テ
ル
と

い
う
管
を
入
れ
て
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特集　地域の医療を支える －荘内病院

生体肝移植のため関東の病院へ広域搬送する訓練の様子

救
急
・
災
害
医
療
で

地
域
を
守
る

11

脳
神
経
外
科

副院長兼脳神経外科主任医長
佐藤　和彦

　

脳
卒
中
は
発
症

し
た
脳
の
部
位
な

ど
に
よ
っ
て
、
開

頭
手
術
と
脳
血
管

内
治
療
の
ど
ち
ら

が
適
切
か
は
異
な

り
ま
す
。
で
す
か

ら
両
方
で
き
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
最
適
な
治
療
を
選
ぶ
こ
と
で
、
入
院
期
間

を
短
く
し
た
り
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
に
必
要
な
動
作
）
の

低
下
を
最
少
限
に
抑
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
、
社
会
復
帰

の
時
期
を
早
め
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
治
療
は
時
間
と

の
勝
負
で
す
。
ま
ひ
や
突
然
の
強
い
頭
痛
が
あ
っ
た
ら
、
迷

わ
ず
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

予
防
も
と
て
も
大
切
で
す
。
一
番
は
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い

こ
と
。
次
は
血
圧
を
管
理
す
る
こ
と
で
す
。
高
血
圧
は
ほ
と

ん
ど
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
る
日
突
然
、
脳
出
血

を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
医
療
機
関
を
受
診
し
て

治
療
し
て
く
だ
さ
い
。

荘内病院救急センター

　一刻を争う患者を守るた
め、医師・看護師などのス
タッフが、24時間365日い
つでも受入れできる体制を
築いています。

救急外来患者数
　平成29年度 

１万6,441人
（平均45人 /日）

　救急搬送の受入れは地域
全体の搬送数の８割を超え
る4,352人を数えました。

救急看護認定看護師
宮崎　隆寛

患者さんを迅速に治療へつなげる
　救急車で運ばれて来た方はもちろ
ん、自力で来院された方の中からも
緊急度を判断し治療につなぎます。
限られた時間の中で、患者さんとご
家族が必要としていることは何かを
常に考えながら看護に当たっていま
す。
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44
チ
ー
ム
医
療
で患

者
を
支
え
る

　

一
人
の
患
者
に
、
医
師
・
看
護
師
・

理
学
療
法
士
等
の
複
数
の
医
療
専
門
職

が
連
携
し
て
治
療
や
ケ
ア
に
当
た
る

「
チ
ー
ム
医
療
」。
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
性
を
発
揮
し
、
一
人
ひ
と
り

に
合
わ
せ
て
療
養
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
様
々
な
分
野
・
領
域
で
推
進
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
中
か
ら
２
つ
の
チ
ー

ム
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

内科医長
和泉　典子

ライナック

質
の
高
い
が
ん
医
療
を

提
供
す
る

認
知
症
ケ
ア
チ
ー
ム

　

入
院
患
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
65
歳

以
上
の
方
は
全
体
の
65
％
を
超
え
て
い

ま
す
。
治
療
す
る
病
気
や
け
が
の
ほ
か
、

認
知
症
を
抱
え
る
方
も
増
え
、
中
に
は

治
療
や
入
院
生
活
に
支
障
が
生
じ
る
方

も
い
ま
す
。
ま
た
、
家
族
が
ど
う
対
処

す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
を
改
善
し
、
入
院
生
活
を
快
適
に

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
チ
ー
ム

で
患
者
と
家
族
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

希
望
に
よ
り
、
退
院
後
１
か
月
間
、

地
域
の
介
護
関
係
者
と
連
携
し
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
に
ス
ム
ー
ズ
に

移
行
で
き
る
よ
う
訪
問
も
し
て
い
ま
す
。

緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム

 

「
緩
和
ケ
ア
」
と
は
、
患
者
さ
ん
の
痛

み
な
ど
身
体
の
苦
痛
や
気
持
ち
の
つ
ら

さ
、
ま
た
第
二
の
患
者
と
も
言
わ
れ
る

ご
家
族
の
つ
ら
さ
を
和
ら
げ
る
支
援
の

こ
と
で
す
。
痛
み
を
専
門
に
治
療
す
る

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
麻
酔
科
医
と
連

携
し
て
治
療
に
当
た
り
、
医
療
費
や
介

護
の
悩
み
を
含
む
様
々
な
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。
生
命
を
脅
か
す
病
と
診
断
さ

れ
た
と
き
か
ら
、
病
気
の
段
階
に
か
か

わ
ら
ず
、
ま
た
、
が
ん
だ
け
で
は
な
く
、

慢
性
心
不
全
な
ど
の
患
者
さ
ん
や
家
族

の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
等

の
医
療
・
介
護
従
事
者
と
連
携
し
、
患

者
さ
ん
が
自
宅
な
ど
の
望
む
場
所
で
過

ご
せ
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

最
新
機
器
で
高
度
な
診
療

　

が
ん
治
療
は
、
手
術
、
化
学
療
法
、

放
射
線
治
療
が
三
本
柱
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
近
年
高
齢
の
が
ん
患
者
が
増
加

し
て
い
る
た
め
、
体
へ
の
負
担
が
少
な

い
放
射
線
治
療
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
平
成
29
年
に
放
射
線
治

療
装
置「
ラ
イ
ナ
ッ
ク
」を
更
新
。
最
新

機
器
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、
腫
瘍
の

位
置
を
高
精
度
に
把
握
し
、
副
作
用
を

抑
え
た
治
療
を
、
よ
り
安
全
に
短
時
間

で
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
計
画
的
に
整
備
を
進
め

て
い
く
予
定
で
す
。

乳
腺
専
門
外
来
の
開
設

　

乳
が
ん
の
治
療
方
法
は
、
非
常
に
高

度
化
か
つ
専
門
化
し
て
い
ま
す
。
患
者

の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
る
た
め
、

よ
り
専
門
的
な
視
点
で
治
療
に
当
た
る

乳
腺
専
門
外
来
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

体と心の変化に寄り添います
　患者さんとご家族に満足いただけ
るよう、専門医による治療のほか、
がん化学療法看護認定看護師や緩和
ケア認定看護師等とチームを組み、
外来受診から、入院そして退院後の
外来通院まで一貫した治療やケアを
提供できる体制を整えています。乳がん看護認定看護師

竹内　梨紗

33
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妊
娠
満
22
週
か
ら
出
生
後
満
７
日
目

ま
で
を
周
産
期
と
い
い
、
母
子
と
も
に

異
常
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
に
は
、
お
母
さ
ん
の
た
め

の
産
科
と
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の
小
児
科

の
両
方
の
医
療
が
必
要
で
す
。
荘
内
病

院
は
こ
の
２
つ
の
科
を
備
え
て
い
て
、

出
産
に
関
す
る
高
度
な
医
療
と
24
時
間

体
制
の
新
生
児
医
療
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
「
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ

ー
」
が
あ
る
病
院
と
し
て
、
庄
内
で
唯

一
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
に
は
疾
患
の
あ
る
新
生
児

を
集
中
的
に
治
療
す
る
新
生
児
特
定
集

中
治
療
室
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
が
６
床
、
Ｎ

Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
急
性
期
を
乗
り
越
え
た
赤
ち

市民の皆さんに地域医療や健康維持に関心を持ってもらえるよう実施している取り組みを紹介します。

荘内病院の医療を
知りたい方へ

様々な専門家の話を
聞きたい方へ

人生のエンディングを
考えたい方へ

ドクター出前講座 つるおか健康塾 緩和ケア出張講演会
　荘内病院の医師が地域に出張
して、町内会等の団体に対して
がん予防講話や救急外来を受け
る際の注意点等を分かりやすく
紹介する寸劇、車座フリートー
クなどを実施します。地域医療
の現状を伝え、様々な医療に関
する質問に答えます。
■申同院地域医療連携室☎26‐
5155

　荘内病院・地域の医師や看護
師等が医療や緩和ケアについて
分かりやすく説明する講演会を
年間５回程度実施。市民の皆さ
んの関心が高い内容を取り入れ、
今から実践できる健康情報をお
届けします。
■場同院　■申同院内緩和ケアサポ
ートセンター鶴岡・三川☎26
‐5180　■他次回開催について
は本紙14ページ

　荘内病院の医師・相談員・様々
な医療関係者が協力し、緩和ケ
アを知り、自分らしい人生の最
期を考えるきっかけを作るため
の講演をコミュニティセンター
等で行っています。自分の人生
で大事にしたいことについて身
近な人と話し合う大切さを、寸
劇を交えながら伝えています。
■問同院内緩和ケアサポートセン
ター鶴岡・三川☎26‐5180

特集　地域の医療を支える －荘内病院

新生児集中ケア認定看護師
和田　美枝

ゃ
ん
を
引
き
続
き
ケ
ア
す
る
新
生
児
回

復
治
療
室
（
Ｇ
Ｃ
Ｕ
）
が
６
床
あ
り
、

庄
内
だ
け
で
は
な
く
、
県
内
外
か
ら
未

熟
児
が
生
ま
れ
そ
う
な
お
母
さ
ん
や
、

緊
急
処
置
が
必
要
な
赤
ち
ゃ
ん
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。

24
時
間
新
生
児
を
見
守
る

地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

55

赤ちゃんとご家族のための優しいケア
　ここで対応するのは体重が1,000
ｇ未満の超低出生体重児や、肺や心
臓の機能が悪い等で緊急に治療が必
要な新生児など様々な状態の赤ちゃ
んです。小児科医・小児外科医と一
緒に24時間見守り、緊急事態にも
素早く対応できるよう備えています。

☆詳細は荘内病院ホームページ（https://www.shonai-hos.jp） をご覧ください
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市役所電話番号
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福
祉
・
年
金

民
生
委
員
児
童
委
員
委
嘱
の

お
知
ら
せ

　

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
３
民
生
区
（
第
三
学
区
）
…
押
山
陽
子

（
城
北
町
）　

▽
第
７
民
生
区
（
黄
金
地
区
）

…
菅
原
長
左
エ
門
（
谷
定
・
上
山
谷
・
金
谷
）　

▽
温
海
地
区
（
温
海
地
域
）
…
佐
藤
美
津
子

（
小
国
・
峠
ノ
山
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
２
７
２

人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方
に

通
院
交
通
費
を
助
成
し
ま
す

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

▽
市
内
に
住

所
が
あ
り
、
腎
臓
機
能
障
害
に
よ
る
身
体
障

害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る　

▽
人
工
透
析

療
法
を
受
け
る
た
め
に
交
通
機
関
（
自
家
用

車
含
む
）
を
利
用
し
て
通
院
し
て
い
る　

▽

本
人
及
び
同
居
世
帯
の
生
計
中
心
者
が
所
得

税
を
課
税
さ
れ
て
い
な
い　

▽
生
活
保
護
等

で
通
院
交
通
費
の
給
付
を
受
け
て
い
な
い

■内
通
院
交
通
費
と
し
て
実
際
に
か
か
っ
た
額

と
交
付
基
準
額
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か
低
い
方

の
額
を
助
成　

■申
９
月
28
日

○金
ま
で
申
請
書
、
通
院
報
告

書
、
領
収
書
（
タ
ク
シ
ー
等

を
利
用
し
た
方
の
み
）
を
本

所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
７
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉

課
へ

 

「
地
方
自
治
は
民
主
主
義
の
学
校
で
あ
る
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
市
民
と
の
対
話
・
協

働
を
市
政
運
営
の
基
本
と
す
る
私
に
と
っ
て
、

折
に
触
れ
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
言
葉
だ
。

　

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
整
備
に
向
け
、

８
月
１
日
、
立
地
を
お
願
い
し
て
き
た
上
郷

地
区
・
大
荒
自
治
会
か
ら
ご
同
意
を
頂
い
た
。

こ
の
問
題
を
詳
し
く
知
ら
な
い
方
は
、
ま
だ

同
意
も
得
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
と
感
じ
た

こ
と
だ
ろ
う
。

　

ご
み
の
処
分
場
は
、
私
た
ち
が
生
活
す
る

上
で
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
重
要
な
施
設
で

あ
る
。
ご
み
を
減
ら
す
努
力
を
継
続
す
る
必

要
が
あ
る
に
せ
よ
、
現
状
、
本
市
に
お
い
て

処
分
場
を
設
置
し
な
い
と
い
う
選
択
肢
を
採

る
こ
と
は
、
全
て
他
市
町
村
の
施
設
へ
ご
み

を
運
搬
す
る
と
い
っ
た
手
法
で
も
採
ら
な
い

限
り
で
き
な
い
。
他
方
で
、
そ
の
必
要
性
と

は
別
に
、
処
分
場
が
自
分
の
居
住
地
域
に
隣

接
し
て
建
設
さ
れ
る
場
合
、
多
く
の
場
合
は

歓
迎
さ
れ
な
い
。
い
わ
ゆ
る
迷
惑
施
設
と
捉

え
ら
れ
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
大
泉
地

区
・
岡
山
自
治
会
に
処
分
場
を
整
備
し
た
と

き
と
同
様
に
、
大
荒
自
治
会
の
同
意
を
得
た

上
で
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
行
政
プ
ロ

セ
ス
と
し
て
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
７
月
25

日
、
こ
れ
ま
で
反
対
運
動
を
展
開
し
て
き
た

市
民
の
会
の
皆
さ
ん
か
ら
整
備
の
了
解
を
頂

「
地
方
自
治
は
民
主
主
義
の
学
校
で
あ
る
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
市
民
と
の
対
話

協 （８）

鶴岡市職員採用試験
職員募集

■募集職種・受験資格
▷ 行政（社会福祉士〈社会人経験者〉）…昭和54年
４月２日以降に生まれ、社会福祉士の資格を有
し、民間企業・団体の職員または公務員として社
会福祉分野の業務の経験が５年以上ある方

▷ 行政（学芸員〈社会人経験者〉）…昭和54年４月
２日以降に生まれ、学芸員の資格を有し、文学館
または文学者の個人記念館において、展示会の実
施（企画、パネルデザイン製作含む）、展示図録
の製作（企画、編集）及びチラシ・ポスターデザ
イン製作の経験が５年以上ある方

▷ 技能職〈高卒程度〉…昭和54年４月２日～平成
13年４月１日に生まれた方

※ 行政（社会福祉士）は健康福祉・医療関連業務、
行政（学芸員）は学芸員業務へ従事の予定ですが、
人事異動等によって他の業務となる場合があり
ます。

■試験日時
▷１次試験…10月14日○日午前10時

▷ ２次試験…１次試験に合格した方を対象に11月
中旬に実施予定

■試験会場　

▷１次試験…総合保健福祉センター「にこ♥ふる」
▷２次試験…市役所本所

■申込み受付
▷ ９月３日○月～19日○水に、申込書を市役所本所職
員課へ（郵送の場合、19日○水必着）
▷市HP「電子申請」からも手続きができます

■試験案内・申込書等の交付
▷市役所本所職員課、各地域庁舎総務企画課で交付
▷郵便で請求する場合は、封筒の表に「試験案内請
　求」と朱書きし、140円分の切手を貼った返信用
　封筒（宛先を明記した角形２号封筒。折り畳んで
　もかまいません）、応募職種・連絡先のメモを同
　封して、市役所本所職員課（〒997‐8601市内
　馬場町９‐25）へ
▷ 市HP「人事・職員採用」からダウンロード可

■問本所職員課☎内線327
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子
育
て
・
教
育

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
制
度

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
け
制
度

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
安
定
と
経
済
的
自

立
を
助
け
、
子
供
の
健
や
か
な
成
長
を
促
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
貸
付
け
制
度
で
す
。

子
供
の
入
学
準
備
、
高
校
・
大
学
等
の
授
業

料
に
充
て
る
た
め
の
資
金
や
、
親
が
就
職
等

の
た
め
に
技
能
を
習
得
す
る
際
の
資
金
等
が

あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
定
の
収
入
が
あ
る
方
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。
貸
付
け
に
は
審
査
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■対
母
子
・
父
子
福
祉
資
金
…
20
歳
未
満
の
子

供
を
扶
養
し
て
い
る
、
配
偶
者
の
い
な
い
方

で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方　

寡
婦
福
祉

資
金
…
か
つ
て
母
子
家
庭
の
母
と
し
て
20
歳

未
満
の
子
供
を
扶
養
し
て
い
た
女
性
、
ま
た

は
配
偶
者
の
い
な
い
40
歳
以
上
の
女
性　

■申

本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
０
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

生
活
・
そ
の
他

山
形
県
合
同
海
難
救
助
訓
練

■日
９
月
15
日
○土
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１
時　

■場
鼠
ヶ
関
港　

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線

１
８
５
ま
た
は
温
海
庁
舎
総
務
企
画
課
☎
43

‐
４
６
１
１
へ　

■他
訓
練
実
施
中
は
鼠
ヶ
関

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

き
、
そ
の
後
の
大
荒
自
治
会
で
の
説
明
会
で

は
、
出
席
し
た
全
て
の
方
が
挙
手
に
よ
り
賛

成
。
自
治
会
長
さ
ん
か
ら
自
治
会
と
し
て
の

同
意
文
書
を
頂
戴
し
た
。
ご
理
解
を
頂
い
た

こ
と
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

８
月
５
日
、
ふ
じ
し
ま
夏
ま
つ
り
に
参
加
。

神
楽
や
獅
子
踊
り
な
ど
、
地
域
で
大
切
に
受

け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
芸
能
祭
は
見
応
え
が

あ
っ
た
。
雨
天
の
た
め
に
同
時
開
催
の
焼
肉

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
中
止
に
。
降
り
止
ま
な

い
雨
が
気
に
な
り
市
役
所
に
登
庁
す
る
と
、

５
月
の
と
き
と
同
様
に
河
川
の
氾
濫
の
危
険

が
市
内
各
地
で
高
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
後
は
、

深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
、
災
害
対
策
本
部

の
立
ち
上
げ
、
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難

開
始
、
避
難
勧
告
の
発
令
と
対
応
に
追
わ
れ

た
。
国
や
県
は
助
言
は
し
て
く
れ
て
も
、
そ

の
最
終
的
な
判
断
、
対
応
は
住
民
に
最
も
近

い
距
離
に
い
る
市
役
所
に
委
ね
ら
れ
て
い
る

の
だ
。

　

今
回
の
対
応
で
は
避
難
指
示
を
出
す
こ
と

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
も
っ
と
激
し
い
雨

が
降
り
続
け
ば
人
命
に
関
わ
る
河
川
の
氾
濫

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
瀬
戸
際
だ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
市
の
役
割
と
し
て
、
た
と
え
深

夜
で
あ
っ
て
も
、
命
の
危
険
が
迫
っ
て
い
る

と
き
に
は
迅
速
な
避
難
を
呼
び
か
け
る
こ
と

を
、
市
民
の
皆
様
に
は
ぜ
ひ
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

　

ご
み
処
分
場
の
問
題
も
災
害
対
応
の
問
題

も
、
市
民
の
皆
様
の
理
解
と
協
力
が
な
く
て

は
し
っ
か
り
と
し
た
対
応
を
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
今
後
も
市
民
の
皆
様
の
心
に
届
く

言
葉
を
発
し
て
い
き
た
い
。

青少年育成センターが櫛引庁舎に移転します
移転

■問管理課（櫛引庁舎）☎57‐4861

　10月１日に青少年育成センター（現末広町３‐１マリカ東館２階）が、櫛引庁舎２階に移転します。
　青少年育成センターでは、街頭指導等による非行防止活動や不審者情報に基づく巡回、非行や怠学、ひきこ
もりなどの相談業務を行っています。

■■新所在地　　〒997‐0346　鶴岡市上山添字文栄100
■■新電話番号　☎57‐2108　　57‐2104
■■開所日　　　月曜～金曜日（祝日、年末年始を除く）
■■開所時間　　午前８時30分～午後５時15分

■相談フリーダイヤル
　　　　　　　☎0120‐028‐234

中小企業者の生産性向上のための設備投資を支援します
中小企業支援

■申先端設備等導入計画…本所商工課☎内線593
固定資産税…本所課税課☎内線207

■■支援の要件　

▽先端設備等導入計画を策定し市の認定を受けること

▽  市内事業所への先端設備等の導入で、労働生産性が

年率３％以上向上すると見込まれること
■■支援措置　導入した設備にかかる固定資産税を３年
間免除、国の補助金の優先採択等　
■■対象設備　機械装置、測定工具及び検査工具、器具
備品、建物附属設備、ソフトウエア
■他申請書類等は市HPからダウンロード可

　中小企業者が労働生産性を向上させるための先端
設備等を導入する場合、支援措置を行います。

▲櫛引庁舎２階配置図

鶴岡市
芸術文化
協会

青少年育成
センター

教育
部長室

社会教育課 総務企画課 櫛引庁舎
支所長室

FAX
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蜂
の
巣
は
撤
去
し
ま
し
ょ
う
。
未
収
穫
の
野

菜
や
果
物
等
は
、
熊
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
残
さ
ず
回
収
し
て
く
だ
さ
い
。

　

熊
を
見
掛
け
た
場
合
は
、
刺
激
し
な
い
よ

う
に
そ
の
場
を
離
れ
、
近
く
の
駐
在
所
（
警

察
署
）
か
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
８
８
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ
、
見
掛
け
た

際
の
状
況
等
、
詳
細
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

キ
ノ
コ
採
り
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す

キ
ノ
コ
採
り
の
事
故
に
注
意
!!

　

次
の
こ
と
を
守
り
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
一
人
で
出
掛
け
な
い　

▽
行
き
先
や
帰
る

時
間
、
連
絡
先
等
を
家
族
に
知
ら
せ
て
お
く　

▽
迷
っ
た
ら
歩
き
回
ら
な
い　

▽
携
帯
電
話
、

食
料
、
防
寒
具
を
持
っ
て
行
く　

▽
暗
く
な

る
前
に
帰
る　

▽
熊
に
注
意
す
る

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
９
９

後
羽
に
印
が
つ
い
た
赤
と
ん
ぼ

を
探
し
て
い
ま
す

　

ほ
と
り
あ
で
は
、
赤
と
ん
ぼ
（
ア
キ
ア

カ
ネ
）の
季
節

移
動
の
調
査
の

た
め
、
後
羽
に

銀
色
の
ペ
ン
で
、

下
の
写
真
の
よ

う
な
印
を
付
け

て
い
ま
す
。
見

掛
け
た
方
は
、

本
所
環
境
課
☎

内
線
７
２
０
ま
た
は
自
然
学
習
交
流
館
ほ
と

り
あ
☎
33
‐
８
６
９
３
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

調
査
票
で
お
願
い
し
ま
す
。

■日
９
月
上
旬
〜
10
月
中
旬　

■問
本
所
情
報
企

画
課
☎
内
線
６
９
０
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
総

務
企
画
課
へ

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
で
地
震
に
よ
る

電
気
火
災
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

東
日
本
大
震
災
で
原
因
が
特
定
さ
れ
た
火

災
の
う
ち
、
約
６
割
が
電
気
に
よ
る
出
火
で

す
。
電
気
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
は
ブ
レ
ー
カ

ー
を
落
と
し
、
電
気
の
供
給
を
遮
断
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
し
か
し
、
地
震
発
生
時
に

外
出
中
だ
っ
た
り
、
慌
て
た
り
し
て
ブ
レ
ー

カ
ー
を
落
と
せ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
地
震
の
揺
れ
を
感
知

し
、
自
動
的
に
電
気
の
供
給
を
遮
断
し
ま
す
。

地
震
に
よ
る
火
災
被
害
を
予
防
す
る
た
め
に
、

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２　

■他

市
HP熊

の
出
没
が
多
発
し
て
い
ま
す

　

熊
の
目
撃
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
秋
に
な

る
と
、
熊
は
冬
眠
に
備
え
、
食
べ
物
を
求
め

て
活
発
に
行
動
し
ま
す
。
特
に
夕
方
と
早
朝

は
、
人
里
に
出
没
す
る
可
能
性
が
高
く
な

り
ま
す
。
山
や
山
際
の

農
地
に
出
掛
け
る
際
は
、

鈴
、
笛
、
ラ
ジ
オ
等
、

音
の
よ
く
出
る
も
の
を

携
帯
し
、
十
分
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

熊
は
蜂
蜜
が
好
物
で
す
。

９
月
21
日
〜
30
日
は

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　

日
没
が
早
ま
る
秋
以
降
は
、
夕
暮
れ
時
か

ら
夜
間
に
か
け
て
交
通
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
り
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
６
３

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
ち
わ
ら
住
宅
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

３

美
原
住
宅

３
階
・
３
Ｋ

１

稲
生
住
宅

２
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

み
ど
り
住
宅
２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

２

大
山
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

２
階
・
２
Ｄ
Ｋ

１

藤島
ふ
じ
な
み
住
宅
木
造
２
階
建
長
屋

・
３
Ｄ
Ｋ

１

朝日
下
名
川
住
宅
平
屋
・
３
Ｄ
Ｋ

１

名
川
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
木
造
２
階
建
２
階

・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

温海
紅
葉
岡
住
宅
１
階
・
３
Ｋ

１

柳
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

■
入
居
時
期　

11
月
中
旬
以
降　

■申
９
月
３

日
○月
〜
20
日
○木
に
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８

３
ま
た
は
藤
島
・
朝
日
・
温
海
庁
舎
産
業
建

設
課
へ住

宅
・
土
地
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

　

対
象
地
域
の
各
世
帯
に
調
査
員
が
伺
い
ま

す
。
回
答
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
紙
の

漁
港
の
岸
壁
等
へ
の
立
入
り
不
可

９
月
10
日
の「
下
水
道
の
日
」に

ち
な
ん
だ
作
品
展
示
・
投
票

■日
９
月
７
日
○金
〜
24
日
○月　

■時
・
■場
上
下
水

道
部
…
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分　

水
道
資
料
館
…
午
前

10
時
〜
午
後
４
時　

■内
下

水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー

ル
応
募
作
品
の
展
示
、
標

語
作
品
へ
の
投
票　

■問
同

部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６
０　

■他
同
課
で

マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
を
配
布
中
。
市
HP

飼
う
前
も
、飼
っ
て
か
ら
も
考
え
よ
う

９
月
20
日
〜
26
日
は「
動
物
愛
護
週
間
」

▽
動
物
は
終
生
大
切
に
飼
い
、正
し
い
知
識
・

責
任
を
持
っ
て
育
て
ま
し
ょ
う
（
動
物
を
虐

待
・
遺
棄
す
る
こ
と
は
犯
罪
で
す
）　

▽
繁

殖
を
望
ま
な
い
・
産
ま
れ
て
も
自
分
で
育
て

ら
れ
な
い
場
合
は
不
妊
・
去
勢
手
術
を
し
ま

し
ょ
う　

▽
毎
日
の
世
話
を
通
し
て
健
康
管

理
を
し
、
動
物
の
種
類
に
合
っ
た
快
適
な
環

境
を
整
え
ま
し
ょ
う　

▽
マ
ナ
ー
を
良
く
し
、

動
物
を
飼
っ
て
い
な
い
人
に
も
迷
惑
を
掛
け

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

ど
う
し
て
も
飼
え
な
い
事
情
が
で
き
た
場

合
は
、
庄
内
保
健
所
生
活
衛
生
課
☎
66
‐
４

７
４
８
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
新
し
い
飼
い
主

を
探
す
た
め
の
掲
示
板

も
設
け
て
い
ま
す
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６

２

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

。

※可能であれば写真を撮ってください。

「Ⅰ・Ⅱ」
などの記号

「●・Ⅰ」
などの記号
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ヘルプマーク・ヘルプカードを配布します
障害者等への支援

■問本所福祉課☎内線130

ヘルプマーク
　義足や人工関節を使用している方、内部障害や
難病の方、または妊娠初期の方などの、外見では
分からなくても援助や配慮を必要としている方が、
周囲にそのことを知らせるためのものです。

ヘルプカード　
　障害のある方などがふだんから身に付けておく
ことで、緊急時や災害時、困ったときなどに、周
囲に配慮や手助けをお願いしやすくするためのも
のです。

　ヘルプマーク・ヘルプカードを身に付けた方を見掛けた場合は、「必要な支援はないか尋ねる」「電車・バ
スの中で席を譲る」「災害時、安全に避難できるよう支援する」など、思いやりのある行動をお願いします。 

　妊娠初期の方や障害のある方などを支援するため、「ヘルプマーク」「ヘルプカード」を配布します。どち
らも、支援が必要なことを周囲に知らせる効果と、周囲の方に支援を促す効果があります。

▼ヘルプマーク ▼ヘルプカード（以下の４面のほか、自由記載の面も合わせた５面）

■■ヘルプマークの使い方
▷ カバン等に取り付ける（吊り
下げバンド付）
　※ 常時身に付ける、必要な時に
身に付ける等、用途に応じて
ご使用ください。

■■ヘルプマークの配布方法等
▷ 配布申込書の提出（各種障害者手帳の提示や印鑑
などは不要）
▷ 配布の申込みは原則本人またはその家族
▷配布は申込者１人につき１個まで

■■ヘルプカードの使い方
▷ 折り畳んでケースに入れカバン等に取り付ける
　※常時身に付ける、ふだんは財布やカバンにしま
　　っておいて配慮や手助けをお願いしたいときに
　　提示する等、用途に応じてご使用ください。

■■ヘルプカードの配布方法等
▷ 窓口…配布を申し出てください（申込書の提出や
各種障害者手帳の提示は不要）
▷ ダウンロード…市HPからダウンロードし、印刷
することで、自身で作成することができます。９
月３日○月からダウンロードが可能です

■■共通
▷配布開始日　９月３日○月　
▷配布場所　　本所福祉課、各地域庁舎市民福祉課

▷費用　　無料　※数に限りがあります。
▷その他　原則郵送での配布はしません

※デザインを変更する場合があります。
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

鶴岡 荘内大祭「荘内藩伝承大名行列」

＜鶴岡公園周辺＞

荘内神社が創建された明治10年に、市民の手で
旧藩主の参勤交代の様子を再現したのが始まり。
三役奴（やっこ）振りや甲冑（かっちゅう）隊、

８.15
女人列などから成る、総勢450人超の大名行列
が市街地を練り歩きます。城下町の歴史を今に
伝える華やかな時代絵巻が観客を魅了しました。

「見て見て～！」。子供たちの明るい声がセンタ
ー内に響きます。夏休み中の子供たちが、一霞
地区と小国地区の粘土を使った焼き物の箸置き

７.28
  ・ 
８. 5

や、鈴地区のカラ竹などを使った箸と竹トンボ
作りに挑戦。満面の笑みを浮かべながら、家族
や友達同士で自慢の一品を見せ合っていました。

温海 温海ふれあいセンター遊び場計画

＜温海ふれあいセンター＞
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手作りの雑貨や食べ物の露店が並ぶ催し。
森と木がテーマのワークショップも開か
れ、栃の実の笛作りなどを楽しみました。

７.22

櫛引 こしゃって森と土のマルシェ～夏～

＜櫛引庁舎南側緑地ほか＞

朝日 ジュニアキャンプ

「もっと火を強くしようか」。あさひ小の
６年生が、まきを使った炊飯などを通じ、
協力することの大切さを学びました。

７.28
～29

＜大鳥地区＞

藤島 藤島歴史公園「Hisu花」活用ワークショップ

市民の活動拠点化に向けた利活用方法を
探るために開催。第１回目は、同公園を
視察後、課題や方向性を検討しました。

７.28

＜藤島庁舎ほか＞

羽黒 歴史的景観整備活動「まちあるきベンチの製作」

手向地区を歩いて楽しむ方が、ちょっと
一息つけるように。地元大工の指導で、
住民ボランティアがベンチを作りました。

8 .５

＜手向地区地域活動センター＞

千住博氏の「水神」をもとに作られた緞
どんちょう

帳の前
で、鶴岡中央高校天魄太鼓部や木田林秀栄氏と
津軽三絃秀栄会、瀬﨑明日香氏が演奏を披露。

8 .２
観客は、ホールに響き渡る勇壮な和太鼓や迫力
ある津軽三味線、美しいバイオリンの音色と流
れ落ちる滝の共演を楽しみました。

鶴岡 荘銀タクト鶴岡連携事業・特別展覧会「高野山金剛峯寺襖絵完成記念 千住博展」開幕記念「水神コンサート」

＜荘銀タクト鶴岡＞
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氣
‐
s
h
i
n
k
i
‐　

■費
高
校
生
以
上
…

１
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円　

■場
・
■問
加
茂
水
族
館
☎
33
‐
３
０
３
６　

■他

年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
を
お
持
ち
の
方
は
無
料

山
形
交
響
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト

出
羽
三
山
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

■日
９
月
23
日
○日
午
後
2
時　

■場
出
羽
三
山
神

社
（
雨
天
時
は
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）　

■費
大
人
…
２
、
０
０
０
円　

高
校
生
以
下
…

１
、０
０
０
円
（
当
日
は
各
５
０
０
円
増
し
）　

■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い　

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
等

■問
山
響
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
☎
０
２
３
‐
６

２
５
‐
２
２
０
４

ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
を

奏
で
て
み
ま
せ
ん
か
?

■日
９
月
24
日
○月
午
前
９
時
〜
午
後
６
時　

■場

温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

■定
18
組
（
１
組

５
人
ま
で
）　

■内
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
製
ピ
ア
ノ

と
ヤ
マ
ハ
製
ピ
ア
ノ
を
自
由
に
演
奏
可
（
１

組
30
分
間
）　

■申
９
月
14
日
○金
ま
で
同
セ
ン

タ
ー
内
温
海
生
涯
学
習
振
興
会
☎
43
‐
４
４

１
１
へ　

■他
HP

中
央
公
民
館
文
化
祭

▼
同
館　

■日
▽
展
示
部
門
…
９
月
28
日
○金
〜

30
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
30
日
は
午

前
９
時
〜
午
後
３
時
）　

▽
ス
テ
ー
ジ
部
門

…
30
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
同
館
女
性
セ
ン
タ
ー　

■日
▽
展
示
部
門
…

９
月
29
日
○土
・
30
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
（
30
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

▽
お
茶
席

45
分
（
致
道
館
）
…
致
道
館
の
日
式
典
、「
致

道
館
の
日
に
寄
せ
て
」
石
原
純
一
氏
（
荘
内

神
社
宮
司
）　

▽
２
時
45
分
（
荘
内
神
社
参

集
殿
）
…
児
童
・
生
徒
の
論
語
作
文
発
表
会　

▽
３
時
15
分
（
同
）
…
「
佐
藤
一
斎
『
言
志

四
録
』
を
読
む
〜
西
郷
南
洲
手
抄
一
〇
一
章

よ
り
〜
」
山
田
陽
介
氏
（
元
県
立
高
校
校
長
）　

生
命
医
薬
情
報
学
連
合
大
会
公
開
企
画

神
山
健
治
監
督
と
迫
る
近
未
来
を
描
く
生
命
情
報
科
学

■日
９
月
21
日
○金
午
後
２
時
30
分　

■場
荘
銀
タ

ク
ト
鶴
岡　

■内
特
別
ゲ
ス
ト
に
『
攻
殻
機
動

隊 

Ｓ
．Ａ
．Ｃ
．』
シ
リ
ー
ズ
の
監
督
を
迎
え

た
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン　

■問
慶
大
先
端
生
命

研
☎
29
‐
０
８
０
０

ス
テ
ラ
の
会 

星
を
見
る
会
「
中
秋

の
名
月
を
前
に
し
て
明
る
い
金
星
」

■日
９
月
21
日
○金
午
後
７
時　

■場
中
央
公
民
館　

■内
解
説
、
観
望　

■費
小
学
生
以
上
１
０
０
円

（
資
料
は
別
途
１
０
０
円
）　

■持
懐
中
電
灯　

■問
同
会

　
　
　
　
　

■他
中
学
生
以
下
保
護
者
同
伴

鼠
ヶ
関
港　

と
れ
た
て
！　

お
魚
市
「
紅
エ
ビ
ま
つ
り
」

■日
９
月
22
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■場

山
形
県
漁
協
念
珠
関
支
所
市
場　

■問
鼠
ヶ
関

自
治
会
内
「
蓬
莱
塾
」
☎
44
‐
２
１
１
２

音
楽
の
夕
べ　
　
　
　
　
　
　
　

〜
あ
な
た
と
ク
ラ
ゲ
と
音
楽
と
〜

■日
９
月
22
日
○土
午
後
６
時　

■
出
演　

神
雅

一
期
一
会 

〜
地
域
を
結
ぶ
看
護
の
力
〜

荘
内
看
護
専
門
学
校「
看
学
祭
」

■日
９
月
9
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■内

ス
ノ
ー
ド
ー
ム
作
り
、
学
校
紹
介
、
ハ
ン
ド

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
血
圧
測
定
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

の
試
着
・
撮
影
、
喫
茶
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
等　

■場
・
■問
同
校
☎
22
‐
１
９
１
９

鶴
岡
市
高
齢
者
作
品
展

■日
９
月
14
日
○金
〜
19
日
○水
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
（
19
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡

ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■問
鶴
岡
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
事
務
局
☎
24
‐
８
６
４
０
ま
た
は

本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
へ

観
光
栗
園
オ
ー
プ
ン

■日
９
月
15
日
○土
〜
10
月
中
旬
午
前
10
時
〜
午

後
４
時　

■費
大
人
…
２
０
０
円　

小
・
中
学

生
…
１
０
０
円
（
別
途
栗く
り

代
）　

■場
・
■申
月

山
あ
さ
ひ
博
物
村
☎
53
‐
３
４
１
１

日
本
棋
院
鶴
岡
支
部　
　
　
　

シ
ル
バ
ー
囲
碁
大
会

■日
９
月
17
日
○月
午
前
10
時　

■場
勤
労
者
会
館　

■対
Ａ
ク
ラ
ス
…
４
段
以
上　

Ｂ
ク
ラ
ス
…
３

段
以
下　

■問
三
浦
☎
23
‐
４
３
５
１

致
道
館
文
化
講
演
会

■日
９
月
17
日
○月　

■時
・
■場
・
■内
▽
午
後
１
時

催
し

鶴
岡
田
川
地
区
児
童
生
徒
考
案
創
作

展
（
科
学
展
・
社
会
科
展
同
時
開
催
）

■日
９
月
７
日
○金
〜
９
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時　

■場
櫛
引
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

■内
児

童
生
徒
の
夏
休
み
制
作
ア
イ
デ
ア
作
品
を
展

示　

■問
学
校
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐

４
８
６
５

鶴
岡
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｙ 

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

■日
９
月
８
日
○土
午
後
６
時
50
分　

■場
鶴
岡
ア

ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■費
１
、
０
０
０
円
（
当

日
は
２
０
０
円
増
し
）　

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111 つつるおか

情報掲示板情報掲示板
つるおか
情報掲示板情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎内線316へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせ
るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。 申があるものは事前の申込みが必要
です。
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日本遺産「サムライゆかりのシルク」認定記念講演会

■日９月30日○日午後１時30分
■場荘銀タクト鶴岡
■定先着1,000人
■内 ▽対談「明治維新とサムライシルク」
　　　　　酒井忠久氏（酒井家18代当主）・菅秀二氏（菅家13代当主）
　 ▽記念講演「曽祖父　西郷隆盛を語る」
　　　　　　　西郷吉太郎氏（西郷隆盛直系４代目当主）
■申往復はがきに次のことを記入し、９月21日○金必着で申込み。申込みは
１枚のはがきで2人まで可。受付完了次第、返信はがきを入場整理券と
して送付
◯往信の宛名面　〒997‐0028　市内山王町８‐15 ㈱出羽庄内地域デザ
　イン イベント係
◯往信の文面　申込者の郵便番号、住所、氏名、電話番号（２人で参加す
　る場合は、申込者以外の方の氏名）
◯返信の宛名面　申込者の郵便番号、住所、氏名
■他市HP

■問社会教育課（櫛引庁舎）内 鶴岡「サムライゆかりのシルク」推進協議会☎57‐4868

明治維新150年、西郷南洲の教えからサムライシルクへ
～三人の子孫が集い、語る～

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

ひ
ら
め
き
☆
と
き
め
き
サ
イ
エ
ン
ス

生
物
の
多
様
性
を
考
え
る

■日
９
月
29
日
○土
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
15
分　

■対
高
校
生
先
着
20
人　

■場
・
■申
９
月
14
日
○金

ま
で
山
大
農
学
部
☎
28
‐
２
９
１
１
へ

つ
る
お
か
住
宅
の
建
築
現
場
を
見
学

森
と
木
と
家
の
ツ
ア
ー

■日
９
月
29
日
○土
午
前
9
時
〜
午
後
３
時
30
分

（
市
役
所
本
所
集
合
）　

■定
先
着
40
人　

■内
つ

る
お
か
住
宅
の
建
築
現
場
、
製
材
工
場
、
つ

…
９
月
29
日
○土
抹
茶
、
30
日
○日
煎
茶　

▽
売

店
・
食
堂
…
９
月
29
日
○土
・
30
日
○日
午
前
10

時
〜
午
後
３
時　

▼
共
通　

■問
同
館
内「
文
化
祭
実
行
委
員
会
」

事
務
局
☎
25
‐
１
０
５
０

山
形
大
学　
　
　
　
　
　
　

農
場
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
９
月
29
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分　

■内
炊
き
立
て
御
飯
の
振
る
舞
い
、
農
産
物
販

売
、
音
楽
祭
、
農
機
シ
ョ
ー
等　

■場
・
■問
山

大
農
学
部
高
坂
農
場
☎
24
‐
２
２
７
８

４
時
ま
で
）　

■場
中
央
公
民
館

▼
鶴
岡
市
合
同
短
歌
会　

■日
14
日
○日
午
前
10

時
〜
午
後
４
時　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ

ム　

■費
大
人
…
１
、
５
０
０
円
（
投
稿
歌
会

出
席
者
は
５
０
０
円
増
し
）　

高
校
生
・
大

学
生
…
５
０
０
円

▼
八
沢
会
唄
と
踊
り
の
つ
ど
い　

■日
14
日
○日

正
午　

■場
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡　

■費
１
、
０
０

０
円

▼
日
本
九
重
流
鶴
城
清
吟
会
吟
詠
大
会　

■日

14
日
○日
午
後
１
時　

■場
中
央
公
民
館

▼
各
流
派
合
同
い
け
ば
な
展　

■日
20
日
○土
・

21
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
30
分
（
21
日

は
午
後
５
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ

ー
ラ
ム　

■費
３
０
０
円（
中
学
生
以
下
無
料
）

▼
日
本
九
重
流
朝
暘
清
吟
会「
吟
と
剣
詩
舞
」

の
構
成　

■日
21
日
○日
午
後
１
時　

■場
東
京
第

一
ホ
テ
ル
鶴
岡

▼
飛
雲
会
展　

■日
24
日
○水
〜
28
日
○日
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
５
時
（
24
日
は
午
後
１
時
か

ら
、
28
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア

ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
一
東
書
道
会
鶴
岡
支
部
畊
雅
会
か
な
書
作

展　

扇
面
に
親
し
む　

■日
26
日
○金
〜
28
日
○日

午
前
10
時
〜
午
後
５
時　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ

ォ
ー
ラ
ム

▼
朝
日
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
合
同
展　

■日
27

日
○土
〜
11
月
４
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

（
４
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場
朝
日
中
央
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
表
千
家
流
茶
会　

■日
28
日
○日
午
前
10
時
〜

午
後
３
時　

■場
致
道
館　

■費
８
０
０
円

▼
庄
内
な
つ
メ
ロ
会　

歌
と
踊
り
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
シ
ョ
ー　

■日
28
日
○日
午
前
10
時
30
分
〜

る
お
か
の
森
林
の
見
学　

■費
大
人
…
１
、
５

０
０
円　

小
・
中
学
生
…
７
０
０
円　

■申
本

所
建
築
課
内
「
つ
る
お
か
住
宅
活
性
化
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
事
務
局
☎
内
線
４
８
４

郷
土
資
料
館
歴
史
講
演
会　
　
　
　
　
　

戊
辰
戦
争
期
の
官
版
日
誌
に
み
る
庄
内
藩

■日
９
月
29
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■師
箱
石
大

氏
（
東
京
大
学
史
料
編
纂さ
ん

所
准
教
授
）　

■場
・

■申
９
月
７
日
○金
か
ら
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２

５
２
５
へ

〜
酒
と
肴
と
鼠
ヶ
関
〜　
　
　
　

関
ふ
ぐ
ま
つ
り

■日
９
月
30
日
○日
午
前
11
時
〜
午
後
4
時 

■場

マ
リ
ン
パ
ー
ク
ね
ず
が
せ
き　

■内
フ
グ
の
販

売
、
地
酒
の
試
飲
、
酒
の
肴さ
か
なと
特
産
品
販
売
、

念
珠
関
辨
天
太
鼓
演
打　

■問
あ
つ
み
観
光
協

会
☎
43
‐
３
５
４
７　

■他
HP

鶴
岡
市
芸
術
祭〈
10
月
の
予
定
〉

▼
鶴
岡
和
紙
ち
ぎ
り
絵
サ
ー
ク
ル
展　

■日
10

月
４
日
○木
〜
８
日
○月
午
前
10
時
〜
午
後
５
時　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
柏
樹
流
舞
踊
公
演　

■日
７
日
○日
正
午　

■場

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡　

■費
１
、
５
０
０
円

▼
ス
イ
ン
グ
・
ク
レ
イ
ン
ズ
・
ジ
ャ
ズ
・
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会　

■日
８
日
○月
午
後

６
時
30
分　

■場
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡　

■費
大
人

…
２
、
０
０
０
円　

中
学
生
、高
校
生
、大
学

生
…
１
、
０
０
０
円　

小
学
生
以
下
…
無
料

▼
つ
る
お
か
小
品
盆
栽
展　

■日
12
日
○金
〜
14

日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
14
日
は
午
後
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▼
共
通　

■定
１
０
０
人　

■費
大
人
……
１
、
０

０
０
円　

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円　

■申
ス

ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１　

■他
市
HP
。
小

学
生
以
下
保
護
者
同
伴
。
送
迎
バ
ス
は
要
予

約
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ

ー
グ
２
部

■日
・
■内
▽
９
月
22
日
○土
午
前
10
時
30
分
…
Ｄ

ｒ
ｅ
ａ
ｍ 

Ｃ
ｉ
ｔ
ｒ
ｉ
ｎ
ｅ
対
Ｙ
Ｋ
Ｋ
、

平
林
金
属
対
日
本
精
工　

午
後
１
時
…
日
本

ウ
ェ
ル
ネ
ス
対
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ 

Ｃ
ｉ
ｔ
ｒ
ｉ

ｎ
ｅ
、
花
王
コ
ス
メ
小
田
原
対
大
和
電
機
工

業　

▽
23
日
○日
午
前
10
時
30
分
…
Ｙ
Ｋ
Ｋ
対

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
、
花
王
コ
ス
メ
小
田
原
対

平
林
金
属　

午
後
１
時
…
Ｙ
Ｋ
Ｋ
対
日
本
精

工
、
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ 

Ｃ
ｉ
ｔ
ｒ
ｉ
ｎ
ｅ
対
大

和
電
機
工
業　

■場
庄
内
町
八
幡
ス
ポ
ー
ツ
公

園　

■問
田
川
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

荘
内
病
院　
　
　
　
　
　
　

緩
和
ケ
ア
コ
ン
サ
ー
ト

■日
９
月
26
日
○水
午
後
３
時
30
分　

■場
同
院

■内
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ひ
ま
わ
り

の
会
、
職
員
有
志
に
よ
る
楽
器
演
奏　

■申
同

院
地
域
医
療
連
携
室
☎
26
‐
５
１
５
５

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
に
こ
♥

ふ
る
」

軽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
講
習
会

■日
９
月
27
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
の

方
先
着
30
人　

■費
２
１
０
円　

■申
健
康
課　

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
７
０　

■他
市
ト
レ

防
ぐ
生
活
習
慣
の
ポ
イ
ン
ト
」佐
藤
亘
氏（
鶴

岡
協
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
理
学
療

法
士
）　

■申
荘
内
病
院
内
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎
26
‐
５
１
８
０

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
黒
川
能
の
里
を
巡
る　

■日
９
月
22
日
○土
午

前
９
時
（
王
祇
会
館
集
合
。
送
迎
バ
ス
は
午

前
８
時
30
分
に
市
役
所
本
所
発
）　

■場
赤
川

東
部
段
丘
の
田
畑
等
（
８
・
５
㎞
）　

■持
コ

ッ
プ
、
お
わ
ん
、
箸
等　

■申
９
月
７
日
○金
〜

14
日
○金

▼
獅
子
の
里
を
巡
る　

■日
９
月
23
日
○日
午
前

９
時
（
藤
島
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
集
合
。

送
迎
バ
ス
は
午
前
８
時
30
分
に
市
役
所
本
所

発
）　

■場
同
セ
ン
タ
ー
↓
根
っ
子
杉
↓
四
阿

展
望
台
↓
地
蔵
の
湯
↓
起
点（
８
㎞
）　

■持
コ

ッ
プ
、
軽
食
等　

■申
９
月
７
日
○金
〜
14
日
○金

▼
出
羽
街
道
宿
場
街 

小
国
宿
を
巡
る　

■日

９
月
30
日
○日
午
前
９
時
（
小
国
山
村
振
興
セ

ン
タ
ー
集
合
。
送
迎
バ
ス
は
午
前
８
時
に
市

役
所
本
所
発
）　

■場
同
セ
ン
タ
ー
↓
熊
野
神

社
小
国
城
跡
↓
ふ
れ
あ
い
公
園
↓
小
国
集
落

農
道
↓
永
淳
寺
↓
起
点
（
５
㎞
）　

■持
コ
ッ

プ
、
お
わ
ん
、
箸
、
軽
食
等　

■申
９
月
18
日

○火
〜
25
日
○火

▼
藤
沢
岩
屋
洞
窟
遺
跡
巡
り　

■日
10
月
６
日

○土
午
前
９
時
（
湯
田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
集
合
。
送
迎
バ
ス
は
午
前
８
時
30
分
に

市
役
所
本
所
発
）　

■場
同
セ
ン
タ
ー
↓
藤
沢

西
村
↓
岩
屋
↓
林
道
金
峯
線
↓
起
点（
５
㎞
）　

■持
コ
ッ
プ
、
お
わ
ん
、
箸
、
軽
食
等　

■申
９

月
25
日
○火
〜
10
月
１
日
○月　
　

鶴
岡
放
送
児
童
合
唱
団　

■申
10
月
10
日
○水
ま

で
山
響
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
☎
０
２
３
‐
６

２
５
‐
２
２
０
４
へ　

■他
未
就
学
児
入
場
不

可
。
託
児
あ
り

東
田
川
文
化
記
念
館
明
治
ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト　
　
　
　
　

深
街
エ
ン
ジ 

コ
ン
サ
ー
ト

■日
10
月
20
日
○土
午
後
６
時　

■費
大
人
…
１
、

5
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
無
料
（
要
整
理

券
）　

■場
・
■問
同
館
☎
64
‐
２
５
３
７

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も　
　

と
も
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

■日
10
月
28
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
先
端
研

究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■師
阿
部
一
彦
氏

（
東
北
福
祉
大
学
教
授
）　

■申
９
月
３
日
○月
〜

10
月
19
日
○金
に
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
25
‐
２
７
９
４
ま
た
は　

25
‐
２
４
７
６

へ　

■他
要
約
筆
記
・
手
話
の
情
報
保
障
あ
り

全
国
高
等
専
門
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
２
０
１
８
東
北
地
区
大
会

■日
11
月
４
日
○日
午
後
０
時
30
分　

■場
藤
島
体

育
館　

■問
鶴
岡
高
専
☎
25
‐
９
０
２
７　

■他

観
覧
希
望
の
方
は
９
月
28
日
○金
ま
で
同
校
へ

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

つ
る
お
か
健
康
塾

■日
９
月
15
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■内「
こ
ん
な
時
に
は
漢
方
を
」
田
中
栄

一
氏
（
医
療
法
人
丸
岡
医
院
長
）、「
腰
痛
を

午
後
３
時
30
分　

■場
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡　

■費

１
、
０
０
０
円

▼
庄
内
写
真
研
究
会
写
真
展　

■日
31
日
○水
〜

11
月
４
日
○日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時　

（
４
日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア

ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
共
通　

■問
鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会
事
務
局

☎
57
‐
２
０
０
８

青
少
年
育
成
に
関
心
が
あ
る
方
へ　
　

庄
内
青
少
年
健
全
育
成
研
修
会

■日
10
月
６
日
○土
午
後
１
時　

■場
酒
田
市
ひ
ら

た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー　

■内
講
演
「
子
ど
も
は

地
域
の
宝
、
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て

る
」
岸
裕
司
氏
（
習
志
野
市
秋
津
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
顧
問
）、
事
例
発
表
「
温
海
地
域
に
お

け
る
青
少
年
健
全
育
成
の
取
り
組
み
」　

■申

９
月
20
日
○木
ま
で
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
☎

25
‐
２
０
１
９
へ

シ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー

■日
10
月
14
日
○日
午
後
２
時　

■場
な
の
花
ホ
ー

ル
（
三
川
町
）　

■定
１
５
０
人　

■内「
親
子
の

絆
と
子
ど
も
の
発
達
」
堀
内
勁
氏（
聖
マ
リ

ア
ン
ナ
医
科
大
学
名
誉
教
授
）　

■申
児
童
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
シ
オ
ン
☎
68
‐
５
４
７
７　

■他
託
児
あ
り
（
要
申
込
み
）

山
形
県
企
業
局
コ
ン
サ
ー
ト　
　
　
　
　

タ
ク
ト
が
踊
る
音
楽
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

■日
10
月
19
日
○金
午
後
７
時　

■場
荘
銀
タ
ク
ト

鶴
岡　

■定
先
着
１
、
１
２
０
人　

■
出
演　

山
形
交
響
楽
団
、
工
藤
俊
幸
氏
（
指
揮
者
）、

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

つるおか
情報掲示板情報掲示板
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く
し
び
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
交
流
大
会

■日
10
月
６
日
○土
午
後
１
時　

■内
カ
ロ
ー
リ
ン

グ
メ
ジ
ャ
ー
競
技（
６
イ
ニ
ン
グ
２
試
合
制
）　

■費
１
チ
ー
ム
１
、
０
０
０
円
（
大
人
３
人
、

小
学
生
６
人
）　

■場
・
■申
９
月
14
日
○金
ま
で

櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
同
ク
ラ
ブ
☎
57

‐
４
３
１
１
へ

幼
児
か
ら
大
人
ま
で　
　
　
　
　
　

空
手
教
室
会
員
募
集

■日
・
■場
月
曜
日
午
後
７
時
…
朝
暘
武
道
館

木
曜
日
午
後
７
時
35
分
…
朝
暘
一
小　

土
曜

日
午
後
５
時
…
羽
黒
体
育
セ
ン
タ
ー　

■費
月

額
２
、
５
０
０
円
（
別
途
入
会
金
２
、
０
０

０
円
・
父
母
会
費
１
世
帯
５
０
０
円
）　

■申

和
道
会
鶴
岡
支
部
（
今
野
）
☎
０
９
０
‐
４

５
５
９
‐
４
０
６
５　

■他
見
学
可

市
民
プ
ー
ル

９
月
か
ら
の
一
般
利
用

■日
月
曜
〜
金
曜
日
…
午
後
１
時
〜
３
時
・
６

時
〜
８
時　

土
曜
日
…
午
後
１
時
〜
４
時
・

６
時
〜
８
時　

日
曜
日
、
祝
日
…
午
前
10
時

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時　

■
臨
時
休
館

日　

９
月
26
日
○水
〜
10
月
10
日
○水　

■問
鶴
岡

水
泳
育
成
協
会
☎
22
‐
０
０
７
４　

■他
HP

鶴
岡
水
泳
育
成
協
会　
　
　

受
講
生
募
集

▼
水
あ
そ
び
10
回
コ
ー
ス　

■時
午
前
９
時
30

分　

■対
年
中
・
年
長
児
45
人

▼
水
遊
び
＆
泳
ご
う
10
回
コ
ー
ス　

■時
午
前

10
時
45
分　

■対
小
学
生
65
人

▼
共
通　

■日
12
月
〜
来
年
３
月
の
指
定
の
土

曜
日　

■場
市
民
プ
ー
ル　

■費
１
万
円　

■申
同

協
会
☎
22
‐
０
０
７
４　

■他
HP

子
育
て
・
子
供
向
け

助
産
師
が
授
乳
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す

母
乳
ミ
ル
ク
相
談
（
要
予
約
）

■日
９
月
５
日
○水
、
10
月
３
日
○水
午
前
10
時
〜

正
午　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在
住
の
授

乳
期
の
母
親　

■持
母
子
健
康
手
帳
、
タ
オ
ル

３
枚
、
お
く
る
み
（
バ
ス
タ
オ
ル
可
）
等

■申
健
康
課
☎
内
線
３
７
４

妊
娠
・
出
産
・
育
児
等
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え
し
ま
す

プ
レ
マ
マ
教
室

■日
９
月
８
日
○土
、
10
月
13
日
○土
午
前
９
時
45

分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在
住
の
妊
娠

８
か
月
ま
で
の
妊
婦
と
そ
の
家
族
各
日
先
着

10
人　

■内
助
産
師
・
保
健
師
の
講
話
、
質
問

タ
イ
ム　

■持
母
子
健
康
手
帳
、
同
別
冊　

■申

各
日
３
日
前
ま
で
健
康
課
☎
内
線
３
７
４
へ

南
部
児
童
館
の
催
し

▼
自
然
体
験
活
動
「
楽
し
さ
満
点
！
森
で
遊

ぼ
う
in
大
鳥
」　

■日
９
月
15
日
○土
午
前
８
時

50
分
〜
午
後
４
時
（
同
館
集
合
）　

■場
大
鳥

地
区　

■対
小
学
生
先
着
15
人　

■内
魚
つ
か
み
、

カ
ヌ
ー
体
験
、
自
然
散
策
等　

■費
５
０
０
円　

■持
昼
食　

■申
９
月
3
日
○月
か
ら

▼
講
習
会
「
み
ん
な
で
楽
し
く
３
Ｂ
親
子

１
３
１
へ

中
学
生
胃
が
ん
予
防
事
業　
　
　
　

市
民
公
開
講
演
会

■日
９
月
29
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
先
端
研

究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■内「
鶴
岡
市
中
学

生
胃
が
ん
予
防
事
業
の
展
望
」
渡
邊
秀
平
氏

（
池
田
内
科
医
院
長
）、「
〜
子
ど
も
た
ち
の

将
来
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト　

今
か
ら
取
り
組
む

こ
と
で
予
防
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
〜
ピ

ロ
リ
菌
対
策
で
で
き
る
予
防
」
間
部
克
裕
氏

（
国
立
病
院
機
構
函
館
病
院
消
化
器
病
セ
ン

タ
ー
・
が
ん
予
防
セ
ン
タ
ー
長
）　

■申
９
月

19
日
○水
ま
で
健
康
課
☎
内
線
３
６
８
へ

出
羽
庄
内
国
際
村
文
化
体
験
講
座

楊
式
太
極
拳
講
座
（
後
期
・
全
24
回
）

■日
入
門
コ
ー
ス
…
10
月
３
日
○水
〜
来
年
３
月

27
日
○水　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
…
10
月
４

日
○木
〜
来
年
３
月
28
日
○木　

■時
午
後
７
時

■師
覃
莉
莉
氏　

■費
各
２
万
１
、
６
０
０
円　

■場
・
■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０　

■他
４
人
以

上
で
開
講

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

社
交
ダ
ン
ス

▼
木
曜
コ
ー
ス　

■時
午
後
７
時　

■場
小
真
木

原
総
合
体
育
館　

▼
土
曜
コ
ー
ス　

■時
午
前
10
時　

■場
宝
田
体

育
館　

▼
共
通　

■費
月
額
２
、
０
０
０
円
（
年
額
の

場
合
１
万
５
、
０
０
０
円
、
別
途
年
間
登
録

料
２
、
０
０
０
円
）　

■申
同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐

８
１
３
１

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
証
を
お
持
ち
の

方
は
受
講
免
除

ふ
じ
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室（
全
４
回
）

■日
９
月
27
日
、
10
月
４
日
・
11
日
・
18
日
の

木
曜
日
午
後
７
時　

■場
藤
島
体
育
館　

■費
大

人
……
２
、
４
０
０

２
、
４
０
０
円　

子
供
…
１
、
２
０
０

円　

■申
９
月
14
日
○金
ま
で
同
ク
ラ
ブ
事
務
局

☎
64
‐
２
１
４
３
へ

あ
さ
ひ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■日
９
月
29
日
○土
午
前
８
時
（
朝
日
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■費
２
、
３
０
０
円　

■師

全
日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
連
盟
公
認

指
導
員　

■申
朝
日
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
同

ク
ラ
ブ
☎
53
‐
３
３
０
２

鶴
岡
市
応
援
デ
ー

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
VS
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ

■日
９
月
30
日
○日
午
後
２
時　

■場
Ｎ
Ｄ
ソ
フ
ト

ス
タ
ジ
ア
ム
山
形
（
天
童
市
）

▼
応
援
デ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売　

■対
市
民
ま

た
は
市
内
に
勤
務
の
方　

■
席
種　

バ
ッ
ク

ス
タ
ン
ド　

■費
１
、
５
０
０
円　

■持
免
許
証
、

保
険
証
等　

■
チ
ケ
ッ
ト　

９
月
28
日
○金
ま

で
小
真
木
原
総
合
体
育
館
で
販
売
（
試
合
会

場
で
当
日
の
販
売
あ
り
）

▼
無
料
直
行
バ
ス
（
小
真
木
原
公
園
午
前
10

時
30
分
発
）
の
運
行　

■対
市
民
ま
た
は
市
内

に
勤
務
の
方
先
着
１
０
０
人
（
中
学
生
以
下

保
護
者
同
伴
。試
合
の
入
場
券
は
別
途
購
入
）

■申
９
月
28
日
○金
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
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体
操
」　

■日
９
月
21
日
○金
午
前
10
時　

■場
南

部
児
童
館　

■対
乳
幼
児
と
保
護
者　

■師
平
松

弘
子
氏（
日
本
３
Ｂ
体
操
協
会
公
認
指
導
者
）　

■申
９
月
20
日
○木
ま
で

▼
共
通　

■申
同
館
☎
64
‐
１
９
０
０

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
事
業　
　
　
　

秋
の
大
自
然
の
中
で
お
も
い
き
り
楽
し
も
う
！

■日
９
月
16
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

■場
大
鳥
地
区　

■対
小
学
生
以
上
の
子
供
が
い

る
ひ
と
り
親
家
庭
先
着
10
組　

■内
野
外
体
験

活
動　

■費
１
人
３
０
０
円　

■申
９
月
７
日
○金

ま
で
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
０
へ

ま
ん
ま
ル
ー
ム
９
月
の
講
座　

「
き
ょ
う
だ
い
の
育
ち
あ
い
」

■日
９
月
21
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■師
市
立
保

育
園
長　

■場
・
■問
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３

５
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
あ
そ
び
の
広
場
〝
秋
〞　

■日
10
月
２
日
○火

午
前
10
時　

■場
朝
暘
武
道
館　

■対
未
就
園
児

と
そ
の
保
護
者　

■内
大
型
遊
具
遊
び
、
お
も

ち
ゃ
作
り
、
触
れ
合
い
遊
び
等

▼
自
然
の
中
で
遊
ぼ
う
！　

■日
10
月
10
日
○水

午
前
９
時
〜
午
後
１
時　

■場
櫛
引
地
域　

■対

２
歳
以
上
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
10
組　

■内
虫
捕
ま
え
や
草
花
を
使
っ
た
遊
び
、
旬
の

果
物
を
味
わ
う
等　

■申
９
月
３
日
○月
か
ら

▼
転
入
者
の
た
め
の
子
育
て
案
内
講
座　

■日

10
月
12
日
○金
午
前
10
時　

■場
第
三
学
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■対
未
就
学
児
が
い
る

転
入
家
庭
の
親
子
先
着
10
組　

■申
10
月
10
日

○水
ま
で　

■他
託
児
あ
り　

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
25
‐
２
７
４
１　

に
こ
に
こ
相
談

■日
10
月
18
日
○木　

■場
鶴
岡
養
護
学
校　

■内
子

供
の
発
達
の
様
子
や
成
長
に
関
す
る
相
談
会　

■申
10
月
４
日
○木
ま
で
山
形
県
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
‐
６
５
４
‐
６
０
６
０
へ　

■問
学

校
教
育
課
☎
57
‐
４
８
６
４

長
沼
温
泉
ぽ
っ
ぽ
の
湯
で　
　

お
風
呂
託
児
し
ま
せ
ん
か

■日
毎
月
第
３
火
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■内
入
浴
中
の
託
児　

■費
子
供
１
人
当
た
り
５

０
０
円
（
別
途
入
浴
料
）　

■申
前
日
ま
で
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
明
日
の
た
ね
☎
64
‐
８
６
２
３

ま
た
は
同
温
泉
☎
64
‐
４
１
２
６
へ

平
成
31
年
度 
鶴
岡
市
私
立
幼
稚

園
・
認
定
こ
ど
も
園    
園
児
募
集

　

９
月
１
日
○土
か
ら
入
園
願
書
を
配
布
し
、

10
月
１
日
○月
か
ら
願
書
を
受
け
付
け
ま
す
。　

保
護
者
の
就
労
等
で
認
定
こ
ど
も
園
で
保
育

の
利
用
を
希
望
す
る
場
合
、
申
込
み
時
期
や

手
続
き
が
異
な
る
の
で
、
各
園
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
☆
印
は
認
定
こ
ど
も
園
。

■
募
集
人
数
（
①
満
３
歳
児　

②
３
歳
児

③
４
歳
児　

④
５
歳
児
）

▼
和
光
幼
稚
園
☎
22
‐
８
８
３
５　

①
・
②

各
５
人　

③
８
人　

④
若
干
名　

▼
い
な
ば
幼
稚
園
（
☆
）
☎
64
‐
２
３
１
０　

①
・
③
・
④
各
若
干
名　

②
６
人　

▼
若
葉
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
２
２
３
７

①
５
人　

②
３
〜
５
人　

③
・
④
各
若
干
名　

▼
大
宝
幼
稚
園
☎
22
‐
１
８
８
３　

①
16
人　

②
20
人　

③
５
人　

④
若
干
名

▼
鶴
岡
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
０
６
５
８

①
30
人　

②
28
人　

③
10
人

▼
マ
リ
ア
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
５
８
３
１　

①
20
人　

②
22
人　

③
7
人

▼
城
南
幼
稚
園
（
☆
）
☎
24
‐
７
１
６
４

①
６
人　

②
15
人　

③
・
④
各
若
干
名

▼
み
ど
り
幼
稚
園
☎
23
‐
２
３
５
０　

①
30

人　

②
50
人　

③
20
人　

④
若
干
名　

施
設
の
催
し

創
造
の
森
交
流
館

▼
麻
雀
笑
楽
交　

■日
９
月
４
日
○火
・
21
日
○金

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分　

■場
同
館　
　

■費
１
０
０
円　

▼
数
独
笑
楽
交　

■日
９
月
５
日
・
12
日
・
19

日
・
26
日
の
水
曜
日
午
前
９
時
30
分　

■場
同

館　

■費
１
０
０
円　

▼
縄
文
土
器
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か　

■日
９

月
８
日
○土
午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

■場
同
館

■定
先
着
30
人　

■師
江
川
満
氏
（
陶
芸
家
）

■費
３
０
０
円　

■持
昼
食　

■申
９
月
６
日
○木
ま

で▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
「
高
原
を
歩
く
」　

■日

９
月
22
日
○土
午
前
９
時
（
同
館
集
合
）　

■場

同
館
周
辺
（
10
㎞
）　

■師
阿
部
安
夫
氏
（
日

本
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
公
認
指
導
員
）　

■費

１
０
０
円　

■申
９
月
17
日
○月
ま
で

▼
デ
ジ
カ
メ
自
由
学
校　

■日
９
月
29
日
○土
午

前
９
時
30
分　

■場
同
館　

■持
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ　▼
共
通　

■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
企
画
展
示
「
お
か
え
り
渡
り
鳥
展
」　

■日

９
月
５
日
○水
か
ら

▼
里
地
里
山
学
講
座
「
池
の
水
を
ぬ
く
本

当
の
目
的
と
は
〜
テ
レ
ビ
で
や
ら
な
い『
か

い
ぼ
り
』
の
は
な
し
〜
」　

■日
９
月
８
日
○土

午
後
１
時
30
分　

■定
220
人　

■師
片
岡
友
美
氏

（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
生
態
工
房
）　

■費
５
０
０
円　

■申
９
月
６
日
○木
ま
で

▼
湿
地
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト
「
大
山
下
池
の

外
来
植
物
駆
除
」　

■日
９
月
15
日
○土
、
10
月

６
日
○土
午
前
９
時　

■申
各
日
２
日
前
ま
で

▼
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
大
会　

■日
９
月

22
日
○土
午
前
10
時　

■定
330
人　

■費
１
０
０
円　

■申
９
月
20
日
○木
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
体
操
ク
ラ
ブ　

■日
９
月
5
日
・
19
日
・

26
日
、
10
月
３
日
・
17
日
・
24
日
の
水
曜
日

午
前
９
時
10
分
・
10
時
40
分
、
９
月
６
日
・

20
日
・
27
日
、
10
月
４
日
・
18
日
・
25
日
の

木
曜
日
午
前
10
時

▼
唄
を
楽
し
む
会　

■日
９
月
６
日
・
20
日
・

27
日
、
10
月
11
日
・
25
日
の
木
曜
日
、
９
月

７
日
・
21
日
・
28
日
、
10
月
12
日
・
26
日
の
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月
23
日
の
日
曜
日
午
後
４
時
（
全
８
回
）・
４
、

０
０
０
円　

▽
朋
友　

好
！
（
☆
）
…
木
曜

日
午
後
７
時
、
土
曜
日
午
後
３
時
30
分

▼
ド
イ
ツ
語　

■日
・
■費
始
め
よ
う
ド
イ
ツ
語

講
座
…
９
月
11
日
〜
12
月
４
日
の
火
曜
日
午

後
７
時
（
全
10
回
）・
１
万
３
、
０
０
０
円

▼
ス
ペ
イ
ン
語　

■日
ア
ブ
レ
モ
ス
・
エ
ス
パ

ニ
ョ
ー
ル
（
☆
）
…
土
曜
日
午
後
２
時

▼
フ
ラ
ン
ス
語　

■日
ル
・
サ
ロ
ン
（
☆
）
…

日
曜
日
午
後
６
時
30
分

▼
ベ
ト
ナ
ム
語　

■日
・
■費
ベ
ト
ナ
ム
語
体
験

講
座
…
９
月
16
日
〜
11
月
25
日
の
日
曜
日
午

後
７
時
（
全
10
回
）・
１
万
３
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０　

■他
☆
は
フ
リ
ー
ト
ー
ク
型
講
座
・
チ
ケ
ッ
ト

制
（
５
回
券
２
、
５
０
０
円
、
10
回
券
４
、

５
０
０
円
）。
各
講
座
３
人
以
上
（
ベ
ト
ナ

ム
語
体
験
講
座
、
子
ど
も
の
た
め
の
中
国
語

講
座
は
4
人
以
上
）
で
開
講

55
歳
以
上
の
方
限
定　
　
　
　
　

就
職
を
応
援
す
る
技
能
講
習
会　
　
　
　
　
　

▼
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
資
格
取
得
（
全
３

回
）　

■日
９
月
13
日
○木
・
14
日
○金
・
18
日
○火　

■場
13
日
…
西
郷
地
区
農
林
活
性
化
セ
ン
タ
ー　

14
日
・
18
日
…
㈲
松
浦
鉄
筋　

■申
9
月
6
日

○木
ま
で

▼
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ（
全
８
回
）　

■日
10
月
４
日
○木
〜
12
日
○金　

■場
勤
労
者
会
館　

■申
9
月
14
日
○金
ま
で

▼
共
通　

■対
55
歳
以
上
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
登

録
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
求
職
中
の
方
10
人

■申
山
形
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
０
２
３
‐
６
２
６
‐
３
５
６
６

秋
の
お
も
て
な
し 

お
家
で
ひ
と
手
間

プ
ロ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
教
え
ち
ゃ
い
ま
す

■日
９
月
26
日
○水
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

■定

先
着
16
人　

■師
片
倉
忠
直
氏
（
グ
ラ
ン
ド
エ

ル
・
サ
ン
飲
食
事
業
部
料
理
長
）　

■費
１
、

５
０
０
円　

■場
・
■申
９
月
５
日
○水
〜
18
日
○火

に
中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３

４
０
へ　

■他
託
児
あ
り

市
民
サ
ロ
ン
第
２
講　

み
ん
な
で
想
像
す
る
心

の
風
景
ー
漢
詩
と
英
文
学
か
ら
見
え
る
世
界
ー

■日
９
月
26
日
○水
午
後
６
時
30
分　

■場
庄
内
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー　

■師
山
田
陽
介
氏
（
元
県

立
高
校
校
長
）、
菅
野
智
城
氏
（
鶴
岡
高
専

講
師
）　

■申
同
セ
ン
タ
ー
内
鶴
岡
高
専
技
術

振
興
会
☎
23
‐
２
２
０
０

地
域
定
住
農
業
者
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

「
農
業
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
塾
」受
講
者
募
集

■日
10
月
１
日
○月
〜
再
来
年
９
月
30
日
○水　

■場

山
大
農
学
部
等　

■対
大
学
入
学
資
格
が
あ
る

方　

■内
農
業
生
産
に
関
わ
る
基
礎
及
び
技
術

の
養
成　

■費
５
万
円
（
分
割
納
付
可
）　

■申

９
月
14
日
○金
ま
で
山
大
農
学
部
内
「
同
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」
事
務
局
☎
０
７
０
‐
２
０
１

１
‐
５
６
１
５
へ

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
マ
ク
ロ
と
Ｖ
Ｂ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
（
全
12
回
）　

■日
10
月
１
日
〜
11
月

12
日
の
月
曜
・
木
曜
日
（
10
月
８
日
を
除
く
）

午
後
６
時
30
分　

■定
10
人　

■費
１
万
５
、
０

円
（
材
料
代
等
）　

■申
９
月
19
日
○水
ま
で

▼
中
秋
の
名
月
を
見
よ
う　

■日
９
月
24
日
○月

午
後
６
時
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■内
月
や

星
空
の
観
察　

▼
紅
葉
の
弥
陀
ヶ
原
観
察
会　

■日
10
月
８
日

○月
・
９
日
○火
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２
時（
同

セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■定
各
日
先
着
20
人　

■費

７
０
０
円
（
子
供
無
料
）　

■持
昼
食　

■申
10

月
４
日
○木
ま
で　

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

■他
荒
天
時
中
止

講
座
・
講
習
会

出
羽
庄
内
国
際
村 　
　
　
　

外
国
語
講
座
（
9
月
〜
12
月
）

▼
韓
国
語　

■日
・
■費
▽
入
門
…
９
月
4
日
〜

12
月
18
日
の
火
曜
日
午
後
７
時
30
分
（
全
13

回
）・
１
万
６
、
９
０
０
円　

▽
初
級
…
９

月
７
日
〜
12
月
14
日
の
金
曜
日
午
後
７
時

（
全
14
回
）・
１
万
８
、
２
０
０
円　

▽
韓
国

と
の
出
会
い
（
☆
）
…
土
曜
日
午
後
２
時

▼
英
語　

■日
・
■費
▽
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
中
級
英

語
…
９
月
６
日
〜
12
月
20
日
の
木
曜
日
午
後

７
時
（
全
15
回
）・
各
１
万
９
、
５
０
０
円

▽
か
ん
ば
せ
ー
し
ょ
ん
喫
茶
店
（
☆
）
…
土

曜
日
午
前
11
時
30
分

▼
中
国
語　

■日
・
■費
▽
初
級
…
９
月
６
日
〜

12
月
13
日
の
木
曜
日
午
後
７
時
（
全
15
回
）・

各
１
万
９
、５
０
０
円　

▽
中
級
…
９
月
８

日
〜
12
月
15
日
の
土
曜
日
午
後
１
時
30
分

（
全
14
回
）・
１
万
８
、
２
０
０
円　

▽
子
ど

も
の
た
め
の
中
国
語
講
座
…
９
月
９
日
〜
12

金
曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

▼
健
康
相
談　

■日
９
月
６
日
・
20
日
・
27
日
、

10
月
４
日
の
木
曜
日
午
後
１
時
30
分

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６致

道
博
物
館

▼
刀
剣
と
甲
冑
〜
重
要
文
化
財
色
々
威
胴
丸

修
復
記
念
〜　

■日
９
月
８
日
○土
〜
10
月
21
日

○日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

■内
国
指
定
重
要

文
化
財
の
刀
剣
等
の
展
示　

■他
学
芸
員
に
よ

る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
あ
り
（
■日
９
月
8
日

○土
午
後
２
時
）

▼
旧
鶴
岡
警
察
署 

お
っ
き
い
こ
ん
の
す
け

一
日
署
長　

■日
９
月
16
日
○日
午
前
９
時

▼
共
通　

■費
大
人
…
７
０
０
円　

学
生
…
３

８
０
円　

小
・
中
学
生
…
２
８
０
円　

■場
・

■問
同
館
☎
22
‐
１
１
９
９

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
月
山
紅
葉
観
察
会
と
ク
リ
ー
ン
登
山　

■日

９
月
14
日
○金
〜
15
日
○土
午
前
９
時
〜
午
後
２

時
（
１
泊
２
日
。
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■場

月
山
八
合
目
↓
月
山
山
頂
↓
起
点　

■定
先
着

20
人　

■内
登
山
道
の
ゴ
ミ
を
拾
い
な
が
ら
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
、
植
物
観
察
、
夕
日
・
星
空
・

朝
日
観
察　

■費
１
万
円
（
宿
泊
料
〈
３
食
付

き
〉
等
）　

■持
昼
食
等　

■申
９
月
11
日
○火
ま

で▼
秋
の
草
木
染　

■日
９
月
22
日
○土
午
前
９
時

（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■定
先
着
10
人　

■費
大

人
…
２
、
０
０
０
円　

子
供
…
１
、
０
０
０
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署
・
各
分
署
に
設
置

出
羽
庄
内
国
際
村

外
国
出
身
者
向
け
日
本
語
教
室

■日
毎
週
土
曜
・
日
曜
日
午
前
10
時
30
分
、
火

曜
日
午
後
７
時　

■費
登
録
料
３
０
０
円
、
年

会
費
２
、
４
０
０
円　

■場
・
■申
同
館
☎
25
‐

３
６
０
０

募
集
・
相
談
・
そ
の
他

出
羽
庄
内
国
際
村
の
募
集

▼
ワ
ー
ル
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ

会
員　

■日
９
月
〜
来
年
３
月
の
月
１
回
（
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
）　

■場
同
館　

■対
中
学
生
、

高
校
生
、
高
専
生　

■師
英
語
圏
出
身
者　

■費

１
、
０
０
０
円
（
別
途
材
料
費
等
）　

▼
鶴
岡
田
川
地
区
日
中
友
好
協
会
訪
中
団
参

加
者　

■日
10
月
13
日
○土
〜
17
日
○水
（
４
泊
５

日
）　

■定
20
人　

■費
16
万
９
、０
０
０
円
（
別

途
燃
油
特
別
付
加
運
賃
等
）

▼
共
通　

■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０

平
成
31
年
産
「
つ
や
姫
」 

生
産
者

・「
雪
若
丸
」
生
産
組
織
募
集

　

認
定
を
受
け
る
に
は
、
栽
培
面
積
や
栽
培

方
法
、
販
売
方
法
等
の
要
件
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

■申
９
月
14
日
○金
ま
で
に
「
つ
や
姫
」
生
産
者

は
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
５
５
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ
。「
雪
若
丸
」
生
産

組
織
は
庄
内
総
合
支
庁
農
業
技
術
普
及
課
☎

▼
共
通　

■対
市
内
、三
川
町
、庄
内
町
に
在
住

ま
た
は
勤
務
の
方　

■場
・
■申
９
月
５
日
○水
〜

21
日
○金
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０
へ

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者　
　

受
験
講
習
会（
希
望
者
の
み
）・
試
験

■日
・
■費
受
験
講
習
会
…
10
月
10
日
○水
・
２
、

０
０
０
円　

試
験
…
11
月
18
日
○日
午
後
１
時

・
３
、
０
０
０
円　

■場
協
同
の
杜
Ｊ
Ａ
研
修

所
（
山
形
市
）　

■申
９
月
３
日
○月
〜
28
日
○金

に
上
下
水
道
部
水
道
課
☎
23
‐
７
７
３
２
へ

乙
種
防
火
管
理
講
習
会

■日
10
月
19
日
○金　

■場
・
■申
９
月
７
日
○金
〜
10

月
５
日
○金
に
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３

３
２
へ　

■他
講
習
会
終
了
後
、
防
火
管
理
届

出
書
類
作
成
サ
ポ
ー
ト
開
催

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　
　
　
　

美
術
講
座　

油
絵
を
描
こ
う（
全
５
回
）

■日
10
月
24
日
・
31
日
、11
月
７
日
・
14
日
・
28
日

の
水
曜
日
午
後
１
時
30
分　

■対
高
校
生
以
上

の
方
先
着
16
人　

■師
佐
藤
定
雄
氏（
白

社
）　

■費
４
、５
０
０
円　

■場
・
■申
９
月
４
日
○火
〜

10
月
13
日
○土
に
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０
へ

危
険
物
取
扱
者
試
験　
　
　
　

■日
10
月
27
日
○土　

■場
鶴
岡
工
業
高
校　

■申
電

子
…
９
月
７
日
○金
〜
17
日
○月　

書
面
…
９
月

10
日
○月
〜
20
日
○木　

■問
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
山
形
県
支
部
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐
０

７
６
１　

■他
HP
。
願
書
は
消
防
本
部
、
消
防

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー

秋
季
講
座

▼
キ
ム
チ
作
り
と
韓
国
家
庭
料
理（
全
２
回
）　

■日
10
月
３
日
○水
、
11
月
７
日
○水
午
前
10
時
〜

午
後
１
時　

■定
先
着
20
人　

■師
阿
部
梅
子
氏

（
う
め
ち
ゃ
ん
キ
ム
チ
本
舗
）　

■費
３
、
０
０

０
円

▼
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
淹
れ
方
・
楽
し
み

方
（
全
２
回
）　

■日
10
月
４
日
○木
・
18
日
○木

午
前
10
時　

■定
先
着
12
人　

■師
後
藤
康
之
氏

（
コ
ー
ヒ
ー
屋
パ
ラ
デ
ィ
ー
ゾ
）　　

■費
２２
、
０

０
０
円

▼
米
粉
づ
く
し
で
ク
ッ
キ
ン
グ
（
全
２
回
）　

■日
10
月
11
日
○木
、
11
月
15
日
○木
午
前
10
時
〜

午
後
１
時　

■定
先
着
12
人　

■師
菅
原
久
美
氏

（
お
や
つ
工
房
み
る
く
ぱ
ん
）　

■費
３
、
０
０

０
円

▼
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
女
性
ら
し
さ
を

（
全
５
回
）　

■日
10
月
11
日
・
18
日
・
25
日
、

11
月
８
日
・
15
日
の
木
曜
日
午
後
７
時　

■定

先
着
20
人　

■師
渡
辺
美
枝
氏
（
健
康
運
動
実

践
指
導
者
）　

■費
２
、
５
０
０
円

▼
ス
ロ
ー
な
動
き
で
頭
と
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
（
全
６
回
）　

■日
10
月
15
日
・
22
日
・
29
日
、

11
月
５
日
・
12
日
・
19
日
の
月
曜
日
午
後
７
時

■定
先
着
20
人　

■師
五
十
嵐
恵
美
氏
（
シ
ナ
プ

ソ
ロ
ジ
ー
・
Ｊ
Ｗ
Ｉ
ボ
デ
ィ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　　

■費
３
、
０
０
０
円

▼
初
心
者
で
も
大
丈
夫
！
編
み
物
講
座
（
全

３
回
）　

■日
10
月
19
日
○金
、
11
月
２
日
○金
・
16

日
○金
午
後
７
時　

■定
先
着
15
人　

■師
三
浦
桂

子
氏（
全
日
本
綜
合
手
芸
工
芸
講
師
会
講
師
）　

■費
１
、
５
０
０
円
（
別
途
材
料
代
）

０
０
円

▼
若
手
社
員
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
（
全
２

回
）　

■日
10
月
16
日
○火
・
17
日
○水
午
前
９
時

〜
午
後
５
時　

■定
20
人　

■費
１
万
円

▼
Ｑ
・
Ｃ
・
Ｄ
ま
る
ご
と
改
善
の
ポ
イ
ン
ト　

■日
10
月
23
日
○火
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

30
分　

■定
20
人　

■費
６
、
０
０
０
円

▼
管
理
者
研
修
（
全
２
回
）　

■日
10
月
24
日

○水
・
25
日
○木
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

■定
20

人　

■費
１
万
２
、
０
０
０
円　

▼
共
通　

■場
・
■申
庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
２
２
０
０　

■他
HP

「
介
護
の
し
ご
と
」
ミ
ニ
講
座

■日
10
月
２
日
○火
午
後
１
時
30
分　

■場
老
人
保

健
施
設
の
ぞ
み
の
園　

■内
介
護
職
員
の
講
話
、

介
護
施
設
見
学　

■申
山
形
県
福
祉
人
材
セ
ン

タ
ー
☎
０
２
３
‐
６
３
３
‐
７
７
３
９

点
字
講
習
会
（
入
門
編
）

■日
10
月
３
日
〜
31
日
の
毎
週
水
曜
日
午
前
10

時　

■場
ゆ
う
あ
い
プ
ラ
ザ
か
た
ぐ
る
ま　

■定

先
着
15
人　

■師
鶴
岡
点
字
サ
ー
ク
ル　

■持
筆

記
用
具　

■申
９
月
14
日
○金
ま
で
鶴
岡
市
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
９
７
０
へ

障
害
者
の
就
労
・
雇
用
の
状
況
に
つ
い
て
学
ぶ　
　

地
域
生
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー
in
庄
内

■日
10
月
９
日
○火
午
後
１
時　

■場
響
ホ
ー
ル

（
庄
内
町
）　

■申
10
月
２
日
○火
ま
で
庄
内
障
害

者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３
４

‐
24
‐
１
２
３
６
へ

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

つるおか
情報掲示板情報掲示板
つるおか
情報掲示板情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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ふ
る　

■対
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
の
女
性
先

着
20
人
（
親
子
や
友
達
同
士
等
で
２
人
以
上

で
の
参
加
も
可
）　

■申
９
月
13
日
○木
ま
で
本

所
地
域
振
興
課
内
「
つ
る
お
か
世
話
焼
き
委

員
会
」
事
務
局
☎
内
線
５
８
７
へ

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

勤
労
者
無
料
法
律
相
談
会

■日
９
月
28
日
○金
午
後
３
時
〜
７
時
（
１
人
当

た
り
30
分
）　

■対
市
内
、三
川
町
、庄
内
町
に

在
住
ま
た
は
勤
務
の
方
先
着
８
人　

■場
・
■申

東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４
７

水
環
境
を
守
る
た
め
に
浄
化
槽
の

法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

浄
化
槽
を
お
持
ち
の
方（
浄
化
槽
管
理
者
）

は
、
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
や
浄
化
槽
清
掃

許
可
業
者
に
よ
る
保
守
点
検
や
清
掃
と
は
別

に
、
県
の
指
定
検
査
機
関
（
山
形
県
水
質
保

全
協
会
☎
０
２
３
７
‐
48
‐
２
４
６
９
）
に

よ
る
年
１
回
の
法
定
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

農
業
経
営
者
の
皆
さ
ん
へ　
　
　
　

収
入
保
険
の
加
入
手
続
き
実
施
中
で
す

　

新
し
く
導
入
さ
れ
た
収
入
保
険
は
、
全
て

の
作
物
の
品
目
が
対
象
に
な
り
、
収
量
減
少

や
価
格
低
下
な
ど
も
含
め
た
様
々
な
リ
ス
ク

に
対
応
し
、
農
業
経
営
者
の
販
売
収
入
全
体

を
補
償
し
ま
す
。

　

加
入
に
必
要
な
書
類
等
や
補
償
内
容
な
ど

詳
細
は
、
山
形
県
農
業
共
済
組
合
（
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
山
形
）
庄
内
支
所
☎
０
２
３
４
‐
91
‐

１
５
５
３
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

か
ら
の
暴
力
、
悪
質
商
法
、
詐
欺
被
害
な
ど

の
各
種
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

■
相
談　

山
形
県
警
察
本
部
相
談
専
用
電
話

☎
＃
９
１
１
０
、
鶴
岡
警
察
署
☎
28
‐
０
１

１
０
ま
た
は
最
寄
り
の
交
番
・
駐
在
所
へ

山
形
県
地
域
包
括
ケ
ア
総
合
推
進
セ
ン
タ
ー

移
動
法
律
相
談

■日
・
■場
９
月
12
日
○水
…
温
海
福
祉
セ
ン
タ
ー

10
月
３
日
○水
…
櫛
引
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

■時
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時　

■申
鶴
岡
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎

24
‐
０
０
５
３

住
宅
新
築
・
増
改
築
、
耐
震
診
断
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

住
宅
相
談
会

■日
９
月
26
日
○水
午
前
10
時
〜
11
時　

■場
市
役

所
本
所
４
０
３
会
議
室　

■問
本
所
建
築
課
☎

内
線
４
８
４

〝
婚
シ
ェ
ル
ジ
ュ
〞が
親
身
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

結
婚
相
談
会

■日
９
月
22
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
に
こ
♥

年
４
月
１
日
現
在
18
歳
以
上
の
女
性
（
高
校

生
除
く
）
２
人　

■
特
典　

３
万
円
相
当
の

し
な
織
製
品
を
進
呈　

■申
９
月
30
日
○日
ま
で

関
川
し
な
織
セ
ン
タ
ー
☎
47
‐
２
５
０
２
へ

中
小
企
業
対
象
の
無
料
法
律
相
談

ひ
ま
わ
り
ほ
っ
と
法
律
相
談
会

■日
９
月
７
日
○金
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■場
市
役
所
本
所
６
階
大
会
議
室　

■対
中
小
企

業
事
業
者　

■問
山
形
県
弁
護
士
会
☎
０
２
３

‐
６
２
２
‐
２
２
３
４

９
月
10
日
〜
16
日
は
自
殺
予
防
週
間

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　

１
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■日
９
月
10
日
○月
〜
16
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時　

■
相
談
電
話　

☎
０
５
７
０
‐
０
６

４
‐
５
５
６
ま
た
は
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐

７
０
６
０
へ

９
月
11
日
は「
警
察
相
談
の
日
」

　

警
察
で
は
、
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
、
配
偶
者

64
‐
２
１
０
３
へ　

■他
農
協
、
米
穀
集
荷
業

者
ま
た
は
生
産
組
織
等
を
通
じ
て
申
請
す
る

場
合
は
、
各
団
体
等
の
締
切
日
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い

関
川
し
な
織
ま
つ
り　
　
　
　
　

「
織
姫
」
募
集
！

■対
山
形
県
内
に
在
住
、
在
学
ま
た
は
勤
務
し
、

10
月
20
日
○土
・
21
日
○日
に
開
催
さ
れ
る
同
ま

つ
り
に
２
日
間
と
も
参
加
可
能
な
方
で
、
今

■場・■申庄内産業振興センター☎23‐2200

市特定創業支援事業

起業・創業相談会（９月～12月）

■日９月４日・18日、10月９日・23日、11
月 6日・20日、12月 4日・18日の火曜
日午後６時～９時　■対起業準備者・予定
者、起業家（おおむね創業３年以内の方）

■日10月７日○日午前10時～午後３時　
■場庄内町総合体育館周辺　■内庄内浜文
化伝道師によるホタテ炭火焼き販売、
新米・芋煮・ゴーダチーズなど秋の味
覚の販売、南三陸町コーナー、庄内総
合高校生による売店、つき立て餅の
振る舞い、逸品まつり、抽せん会等　
■問庄内町観光協会☎0234‐42‐2922
　

●庄内町 しょうない秋まつり

■日９月23日○日・24日○月午前10時～午
後8時（24日は午後5時まで）　■場酒
田市役所駐車場　■費前売り券（２杯分）
…1,400円　当日券（１杯分）…750
円　■前売り券取扱い　セブン -イレ
ブン、マリーン５清水屋、八文字屋（酒
田店、鶴岡店）、創作イタリアンアン
ジェロ、公益大売店、酒田市役所地下
売店、コマツ・コーポレーション、酒
田のラーメンを考える会加盟店　■問実
行委員会事務局☎0234‐41‐0011

●酒田市 酒田のラーメンexpo

■日９月23日○日午前10時～午後３時 
■場農業者トレーニングセンター　■内企
業紹介、働く車展示、ものづくり体
験、屋台コーナー　■問遊佐町商工会☎
0234‐72‐4422

ゆざ商工フェア●遊佐町

　創業（事業）計画の作成、事業資金、
マーケティング戦略、会社設立等の起業・
創業に関する様々な悩みや課題解決を専
門のスタッフがサポートします。
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市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線317

豪
雨
な
ど
の
と
き
、
ど
う

行
動
す
れ
ば
よ
い
で
す
か

　

私
た
ち
家
族
は
、
川
沿
い
の
集
落
に

住
ん
で
い
ま
す
。
豪
雨
や
長
雨
の
た
び
、

洪
水
が
起
き
な
い
か
と
不
安
に
な
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
と
き
、
実
際
に
ど
の

よ
う
な
行
動
を
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

避
難
行
動
と
情
報
収
集
、

日
頃
の
備
え
が
大
切
で
す

　

災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
は
、
身
の
安
全
確
保
を
最
優
先
に
考

え
、
ま
ず
避
難
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
災
害
に
関
す
る
情
報
の
内
容

や
入
手
方
法
を
知
り
、
日
頃
か
ら
家
族

や
地
域
で
避
難
場
所
・
避
難
方
法
を
確

認
し
合
う
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

備
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
避
難
情
報
に
よ
っ
て
適
切
に
行
動
し

て
く
だ
さ
い

　

市
で
は
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
、
状
況
に
応
じ
て
次
の
３
段

階
の
避
難
情
報
を
発
令
し
ま
す
。
情
報

QＡ

 

仕事や趣味など、様々な分野で目標に向かって、生き生きと輝いている市民の皆さんを紹介していきます。

茅
かや

葺
ぶ

きの技術を継承し
　　　　　　　古民家の姿を伝える 渋

し ぶ や

谷  一
か ず し

志 さん（朝日）

　年に５件ほど個人宅の茅葺き屋根の補修を行って
います。茅葺き屋根は、定期的に補修しないと経年
劣化でどうしても痛んでしまいます。特に、朝日の
ように雪の多い地域では積雪の重みで屋根の形が崩
れやすく、こまめに手入れをすることが必要です。　　　
　そこで古くなった箇所を切り取ったり、茅を差し
込む「差し茅」という方法で補修したりします。ま
た、「ガギ」という木製スコップのような道具を使
って、一定にならす作業も行います。この屋根の傾
斜を一定にならす感覚が養われれば一人前と言われ
ますが、私は10年以上掛かりましたね。
　個人宅の茅葺き屋根の補修は、１週間～２週間ほ

どで終わりますが、多層民家の旧遠藤家住宅は屋根
が大きいため、作業期間も１か月半ほどかかり、自
分１人で作業するのは難しくなってきました。伝統
的な技術や文化財を後世に継承していくことについ
て、多くの方に関心を持っていただきたいと考えて
います。
　補修が終わり、住んでいる方から「ありがたい」「よ
かった」と言葉を掛けてもらったときが、一番やり
がいを感じます。私の子供も将来は葺師の仕事を継
承したいと話してくれているので、少しずつ自分の
技術を教えながら、茅葺き屋根の姿を後世に伝えて
いきたいですね。

　以前は東京でサラリーマンをしていたという渋谷さん。昭
和54年頃に、両親が田麦俣集落の茅葺き屋根の実家で、民
宿「かやぶきや」を開業したことがきっかけで、「自分の家
の茅葺きは自分で維持したい」と、29歳のときにＵターン。
茅葺き職人に弟子入りしました。
　現在は、鶴岡に数人しかいない「葺師（ふきし・ふぐし）」
として個人宅の茅葺き屋根の補修や、県指定有形文化財「旧
遠藤家住宅」（田麦俣多層民家）の管理を担っています。
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の
内
容
に
応
じ
て
、
速
や
か
に
行
動
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始

　

避
難
行
動
に
時
間
が
掛
か
る
方
は
避

難
を
開
始
す
る
。
通
常
の
避
難
行
動
が

で
き
る
方
は
、
避
難
の
準
備
を
整
え
る

▼
避
難
勧
告

　

指
定
さ
れ
た
避
難
所
や
近
隣
の
避
難

所
へ
の
避
難
を
開
始
す
る

▼
避
難
指
示
（
緊
急
）

　

危
険
が
切
迫
し
て
い
る
た
め
、
す
ぐ

に
避
難
を
完
了
す
る

■
情
報
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

防
災
行
政
無
線
（
サ
イ
レ
ン
・
音
声

放
送
）、
広
報
車
、
自
治
会
の
連
絡
網
、

携
帯
電
話
へ
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
、
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
か
ら
、
災
害
に
関
す
る
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
ら
の
情
報
に

常
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

家
族
で
各
種
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見

直
し
て
避
難
所
や
避
難
経
路
を
確
認
し
、

非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
自
治
会
等
の
防
災
訓

練
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　

豪
雨
な
ど
で
避
難
情
報
が
発
令
さ
れ

た
と
き
、「
こ
こ
は
大
丈
夫
。」
と
考
え

て
し
ま
う
こ
と
は
禁
物
で
す
。
状
況
に

応
じ
て
、
ま
ず
避
難
す
る
こ
と
が
、
自

分
の
、
そ
し
て
家
族
の
命
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
〈
本
所
防
災
安
全
課
〉

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（学校教育・就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00

〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子ども総合相談窓口（妊娠・出産・子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00～15：00

献血　9/4 ～ 10/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
９．８○土 10：00 ～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ
〃 13：30 ～ 16：00 　　　　 〃

今月の各種相談窓口開設日　9/4 ～ 10/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 11日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線213 28日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線218 18日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

櫛引庁舎総務企画課☎内線214 ５日○水、10月３日○水10：00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線411 18日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 27日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎内線158 20日○木14：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 ８日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所
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鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始を除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（平成30年7月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：127,555人
　　 （男：60,992人、女：66,563人）
　世帯数：48,920世帯

→
メ
ー
ル
は

　

こ
ち
ら
か
ら

→
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　

こ
ち
ら
か
ら

広
報
つ
る
お
か　

平
成
30
年
9
月
号

【 

平
成
30
年
9
月
１
日
発
行 

】

環
境
に
配
慮
し
古
紙
再
生
紙
と
植

物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

食文化創造都市推進事業
を進めています。
　市ではユネスコ食文化創造都市として、世界の各都市との交流を深めるとともに、本市の豊かな食文化を広く情報発信し、
交流人口の拡大に向けた取り組みを進めています。　　　　　■問合せ／本所食文化創造都市推進課☎25‐2111内線527

　

６
月
12
日
か
ら
15

日
ま
で
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
ク
ラ
ク
フ
市
・
カ

ト
ヴ
ィ
ツ
ェ
市
で
総

会
が
開
催
さ
れ
、
加

盟
す
る
１
８
０
都
市

（
72
か
国
）
の
う
ち

１
６
０
都
市
が
参
加

し
ま
し
た
。
日
本
か

ら
は
本
市
を
含
む
全

８
都
市
が
参
加
。
各

都
市
の
優
良
事
例
の

紹
介
や
課
題
の
報
告
、
国
連
が
提
唱
す
る
持
続
可
能

な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
に
関
す
る
議
論
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
本
市
は
、
鶴
岡
の
食
文
化
の
特
徴

や
平
成
29
年
度
の
主
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
加
盟
都
市
間
の
連
携
を
強
め
、
交
流
を
深

め
て
い
く
こ
と
で
、
各
都
市
の
発
展
と
世
界
的
な
課

題
の
解
決
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
も
確
認
。
本
市
は

世
界
の
食
文
化
創
造
都
市
と
共
同
で
、「
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
の
食
文
化
」「
山
菜
な
ど
の
野
生
植
物
」
等
を
テ
ー

マ
に
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
ほ
か
、
日
本

の
加
盟
都
市
と
一
緒
に
、

国
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
に
も
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。　

　

市
で
は
、
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
、
今
後
、
更
に
国

内
外
の
都
市
と
の
連
携
・

交
流
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

総
会
に
参
加
し
ま
し
た

　

ほ
か
の
創
造
都
市
と
の
連
携
事
業
で

あ
る
「
パ
ン
の
日
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
創
造
都
市
の
伝
統
的
な
パ

ン
を
紹
介
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
立
ち

上
げ
た
も
の
で
、
本
市
の
パ
ン
の
歴
史

や
㈲
木
村
屋
の
「
酒
種
あ
ん
ぱ
ん
」
の

レ
シ
ピ
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

来
年
に
は
、
同
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
パ
ン
を
紹
介
し
た
「
世
界
の
パ

ン
図
鑑
」
が
発
刊
さ
れ
る
予
定
で
す
。

創
造
都
市
共
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す

→
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

は
こ
ち
ら

　

8
月
1
日
か
ら
ネ
パ
リ
・
ア
ニ
ル
さ

ん
（
ネ
パ
ー
ル
出
身
）
が
鶴
岡
食
文
化

応
援
隊
と
し
て
食
文
化
創
造
都
市
推
進

課
で
一
緒
に
働
い
て
い
ま
す
。

　

ヒ
マ
ラ
ヤ
で
の
ガ
イ
ド
経
験
や
、
イ

ン
ド
の
広
告
会
社
で
の
勤
務
経
験
を
生

か
し
、
鶴
岡
の
食
文
化
を
海
外
に
発
信

す
る
ほ
か
、
海
外
か
ら
食
文
化
を
学
び

に
来
る
人
た
ち
の
案
内
な
ど
を
行
い
ま

す
。
新
し
い
仲
間
と
と
も
に
ユ
ネ
ス
コ

食
文
化
創
造
都
市
鶴
岡
の
取
り
組
み
に

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

鶴
岡
食
文
化
応
援
隊
と
一
緒

に
取
り
組
み
を
進
め
ま
す

☆ユネスコ創造都市ネットワー
クって？
　文化の多様性の保持と世界各
地の文化・産業の潜在的な可能
性を、都市間の連携によって引
き出すことを目的に、ユネスコ
が2004年に創設したものです。
　食文化分野のほかに、文学、
映画、音楽、クラフト＆フォー
クアート、デザイン、メディア・
アート分野があります。


